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北海 道 手箱 碗 山 産 自 鐵 確 と その 風化 成 生物 
Ab: = JE eK RS 
緒 2 
) 

Ab i358 FASO it, A ER ONLY adin<, HE UT BHR KI SANS 
BBVA DHEA VMK P Oe AME UTP UEGS Ss EOL 
C, WAR LILES ROMO hE 2 DEG OMT KOO, COPHEX 13 Fi 
WEOIRD ELC, BROKAF vr Hie GATE &, KSI, SAK, BY 
i FAW, Sy GOVE, VS OBMCME ICE LSC TT, WO Baa eR Ee 
を 異 に す 。 た だ その 上 部 特に 三山 第 三 塊 の 一 部 に 於 て は , 多量 の ABU 
産 し , EI5 AKA IT UL MD CHD CE DME L, 黄色 乃至 赤 福 色 の 


粉末 に ょ つて 被覆 せら る 。 
RLWMD — OWOMAK LE, その 風化 成 生物 の HN OF ACE I 
we THERM Lo 


1) DEUS BAER, 本 誌 第 8 BH 3 HK 74~84 79 頁 , (昭和 7 年 9 月 ) 


本 3802) a a a ae 線 52 


3 ER ak ic Re 

=| BHO AMHR, Ft UC BNL SS» DANS, FUE S BEE L 
1. BREE HRC O — Hb 4e RLS Biv < bib, 一 部 は 直接 母 岩 を 被 ひ , 一 
Mik ark ODE LS BOT 72 BEB OL, ROBKI DE IAs SANK 22M UC HE 
FALE by MBIA CREE Ze biea, Bee (SHEE % RAR Ty Ae 
LTERICES,  OKMAEMAA ROMY S BBC LOTHME Sh, 
また 一 部 分 は その MRIS KOT PHBE BIDS o 従 つて , AMOUR 
が この 種 の 石英 より PDO LI LAKE 6, Ze < OED BIRO eM 
物 と 認め 得 べ し , HIEATEORMS BOD, OHI L Ae MELT 存在 し , そ 
の 少な く と も 一 部 分 が 動 負 際 と 相 前 後 し て 生 ぜ る こと を 示す HAA, この 
Hite RANE GLY, その 上 昇 熱 泉 中 よめ UMS LRAT EDEL 
詳し 。 | 

ERO ORDER Ch, OSB I ACRES IC Lot BAR <, 表面 
に 直角 な る 細 柱 欺 乃 至 MIKES & O 成 れ ど も , TOM BaMid BRON LE 
AUER G4 IAL, DS BAP RABE CBT Ud, 不 規 則 粒 短 の 石英 
と , EBRD L Ofte CMRMs BIS k OMY, DS SWHLM HOME RIE 
分 に し て , AMIEO BUCK te BIC wb, HEA ARIE LTS AU 2 tet. 6 

AUIS LOUIE 6 2, IAZ ICEBERG る RE ORMIA, 邊 自 色 用 
ERA ROA RIKI & OCHRE 5, 借 か に 一 小 部 分 の る , A tela 
AIROIMB AS BN & Ue OT MORAN BTES 6 & OME ABE F I 
HD SADT SOUT IRES & 0 NCO ARIE TSO BPR 
EAB O MHI LOT MEL IC, of = 1.555, アア =1.581 に し て , Win- 
chell FEE KOTHLA G Ss EEO PE c= 1-552 7 = 1.588 の 範 園内 に 
属す 。 
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こ 相 反し , S DMB O REE 2H AEE L fe A RUUIRIC PE RE EDS 
PUN WS BAS UC, D> SARIS ARM IRE eR, BUBEP (C 
fal RN < ’ oy UMS It Ee OSHA! LIV) aE (x に 従 つ て の Senne wl, そ の 内 部 に 


ABO MRR Rik) 第 . 一 


m. AGRI ms 白 鐵 春 と 石英 と の 集合 
q: FRR R. ROR S40 
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Vd ERE OG B72 ATS 5 
D<SOM< , FEL < WUE TARE OM ATED & ARRUE t 2, 一 方 は 母 岩 
OA, (it Z OBES Pe OTHER Ald, BE O その 成 生 條 件 の 相 遅 


第 = 園 
玉 身 質 石 英 と 共生 す 3 OE BE OH hh 


反射 題 微 鏡 下 ( 約 200 僅 う 

に よる も の と BON, 右 雨 者 中 黄 鐵 確 は 中 性 乃 友 アル ヵ リ 性 の 高温 溶液 
PEO & FEI (ERR LA I Be Ly PARR PRESTO AME C, し か も 
温度 の 低 き 場合 さ 限 65 る ic MANNA 6 HT BPR LT, B. 
AYO MAW ANG % Z OMEARE & k (Es 

AY i — [el ORAS (CAE SD (=, DEA 22 FB 7s Ss 石英 に よる FEB OB 
代 は , ABE RO GRD BIRR & BED 充填 に 先んじ て 行 な は れ た り と 
認 む べき を 以 て , 前 者 は な は 比較 交 高 温 の アル ヵ り 性 座 洲 に て 行 な は れ , 後 


1) Allen, Grenshaw, Johnston, Am. J. Sci, 33 (1912), 169. 
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FUL IED — FRE FL, eID NRRL UC, RO EOREM LEGS 
も , SEW BY HOLA WE 2 LY ASB OF, 
既に ァ ル ヵ リ 溶液 の 作用 を 受け , ABERME Lt BREE OILED, BRA 
し 座る 溶液 を 中 性 乃至 アル ヵ リ 性 に 化し て . 黄 鐵 確 の PEI Wc + 場合 
も 参 慮 の 内 に 加 へ 得 べ し 。 
{cE U SIRO HE 

ANG 22 APRIL DUKE L 12 BAERS BHM IL ZO AUR AY PEI ARBRE C 
KOK BEN) OME BUN) HENS & Bo 

Fe SAT 22 ABE IS WRILNE Ze UIC BRANT a Ue, BIE ICAGAS te PIR 2e BE 
LU, BED 酸化 鐵 を 残し , SHAN Ze 硝酸 中 に 熱 す れ ば ; 容易 に 溶け て 
色 を 興 へ , LIF シモ = ャ 水 を 注 げ ば 酸化 筐 の 赤 窒 色 沈 江 を 生じ , 主 と し て _ 
鐵 ょ 硫黄 と よう 成る ze を 示せ ども , FORM ERP IIA S BRAC T 
RRB & LOD CHEB LES 6 ICSE OL OBES Te Ick ERE OD 
fib LBS Lo 

KICK ORANETE Ze, AE F (RES 2 I MERE IS LOGI 
<, 硬く し て IURERIE 2c GF, その 外観 よく MAM RITte & b,& < IGE 
MORE 2K L, HOC Of BY ANNE EOT, 多少 その 色 を 異 に する を 
以 て , 何 等 = コル を 用 る ず と も , COMBA UE BOBS 6, HLLRAR 
ニコ ュ コル を 通じ て 観察 すれ ば , 協 に 完全 な る 清光 位 を 示さ ゞ る の みな ら ず , Z 
の 方 向 ど ご ま よ まつ て 者 る し さく 偏光 色 を 異 に し , 最も 烈 し き 部 分 に 於 て , メデ ー ジ 
Ae— OW BAHL & O MORGUE C HIT SS LICK, MRR 
fh k OME AICHE, C OT OMGEI KOT, 明か な る 双 唱 構造 を 示す も 
の あり , OMB S IPT EL ADD SARIS 非 ず すし て , BUR ZS 2 
明か に す 。・. 

LOSER HOMAGE, 研 礎 面 の 方 位 に 開 係 する こと 勿論 に し て , EOD 
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CDRS BOS US, ZI BAI OPAC BETES , 前 
者 は 普通 の 反射 光 に て 白色 に 近く , RAILS PH So 


次 に その 面 に 硝酸 を 滴下 し , BET UT OIC, We BLT MES 


pee じ , ZRRA 屋 々 B= 
園 に 見 ら る ゝ が 如く 明 ら 
Dis & Bh we aL, OD 
BIN. OT PIT BIS 
各 結 晶 は 前 後 軸 即 ち «の 
方 向 に 延長 する が 如 Le 
従 つ て , BLD 非 等 方 性 
aR <, EVCG2 SES BRET 
は , a 軸 に 年 行 な る ぁ も の 
に し て , 非 等 方 性 に 逐 し 
く , SPB BZ 
It, ZAM A Hie 
示す も の と 見 る べく , 後者 は 前 者 に 比 し て 一 居 烈 し く Baht oa. LON 
WEIL, FEC SER DT 1M EAALER DIS BT oe) MER IEIO 反 應 に 就 て 
吟味 せる 結果 と 類似 し , IRGC ASC BEOBERT TRE % @ 軸 に 直角 な る (100) 
面 に 於 て , 腐 触 の 程度 最も 烈 し く , & に 下行 な る 譜面, 特に C001) ATIC HS, 
その 程度 最も 少な か りき 。 

更に 本 確 の 性 質 を 知る た め , COBMOMBICHS る 反 應 に 就 て , RA 
PEFR ABO IDR Lic SHRM, ASO ORC RET 同氏 の 試験 
he る 結果 並 に 外 國 産 白 鐵 確 に 就 て , Farnham, Schnéiderhohn FRE OZER 
土 と 比較 すれ ば , 第 一 表 の 如 し 。 


1) 渡邊 高 次 郎 , WW SUMERR SS 27 4B (1920), 343. 
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この 表 に 於 て 見 ら る ゝ が 如く , AWE ILAAMBO te vd (= HAR LC £6 22K, 
EMR KOT SWS HSS RICH, MALMO MME BS 2 2B 
と よく 一 致す 。 但し この 外 KCN, KOH SEO RAMIK KOT dD IB Ah 


6 Ss RAS CMO 記載 と 異な れ ど も , これ 恐らく は MBOBRE LH 


IF fit] O FAKE IL SES <¢ BIRR SS Lo 


第 — 表 
産 地 手 a i a a FE 3b 
a me & | op ap tp Lam ves 
| 方 位 * 2 a aia a 4 % gates. Se-cates 
HNO (cone) Mi A. ic ita Ub eA Kk ia i . ee IC Hei 
roe eiie dee ie ea ie eae lee 
x11 1g | 0H aA ERA : Gees 
alkali KMnO4 eG [fib Ic Sa tt KBR HB C6 ICR] sees 
acidic KMnO4| 2 ee ee a eae 
| KCNCconc) Wk & SBA 1 HL (Bt 褐 a neg 
KOHCeone) nicole RHR 
nC neg mop ce | hege dh open 
HCl neg neg | neg | neg née 
# 前 記 の 方 法 に て 推定 ioe る 方位 Lt 
=RASHEE FORE 


AWE D 7k (= 


Walz ~ 
ets 0, Z7e— la 
用 る て 研 歴 し た る 
A, COMK IFA MBL OT Lt 


Hb O)7e AEP a 


TRE (&, 2 %i Hy | 


Fe,O 249, FeO 3.5, SO; 42.7, H,O 25.6, 不溶 分 44 
UT, HE UCR ARE KOM 72 FD, 


Zs 2 


(WUE LC 黄色 の 粉末 
SRSA OILERS, COAL Ut Hi ob TABS, ake 
標本 を 放置 すれ ば , 一 二 日 に し て 和 早く も FEE BE 6 
2 eA BRA UE 


op 


+ 101-1 %lz 
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AZ NODBRA®, その 分 子 比 に 換算 すれ ば 
Fe,O3 1560, FeO 483, SO, 5336, HO 14230 
に し て , FeO fftle FeSO, - TH20 OMIA THF 64D LET Aus, 
残り は 主として 
Fe,O3 : SOz : H»O=1 : 3.11 : 6.95 
な る 混合 物 に し て , ほ ヾ 
Fe,03.3S03,7H,O or Fe,(S04)3,7H2O0 
t mu Lo 
VyCZ OPA RGAE (CRESS 2 1K, EH) 0-01 mm 前 後 の 微粉 に し て 
明らか に 重 屈折 を 有 し ,  OMPREME IK AIA & O PET Aud, 多く は COLO) 
IIS NAT HEB BRL L, その 周 園 を (100), (001), (101) の 三面 を 以 
て 欠く も の ・ ゝ 如く , こ の 面 上 に 於 ける 最小 屈折 牽 の 方 向 と , (100) : (010) の 
策 と の な す 角 20° HK, COMPAR L4ST よめ や すゝ 大 に し て , 最大 届 折 卒 1.6 
に 近 し 。 
これ ら の 光 鼻 的 性 質 は , Winchell 氏 の 記せ る Fe,O,.3S0y.7H,0 (fh 
WS 
XA ハ Ac=20% w=1.572, 7=1-640 
と 極め て よく 一 致す 。 但し 同氏 の 記載 に よれ は, 同 物質 の 人 色 は colourless to 
pink な れ ど る も, 余 の 検 せ る も の は 次 色 乃 至 赤 礼 を 時 し , 且つ この 組成 の 物 
Bld, 8 以下 の 溶液 中 よめ 人 工 的 に 生 ず れ ども , KROME し て は 未だ 
Dana’s System of Mineralogy, Doelter’s Handbuch der Mineral-chemie “ \= 
BLA BAF, これ ら の 和書 中 に 記載 せら る ゝ Meh, 前 記 の 組成 に 比較 的 
近 き も の は 5 


1) A N. Winchell, Micr. Charact, Artif. Inorganic Solid Subst. 1931, 237: 
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Fe,O3-3SO3;- 9H,O coquimbite 
Fe,O3 -3503-10H,O quenstedtite 
2Fe.03 -3SO03)-15 H20 kornelite 
2Fe203.5 SO 18 H20 copiapite 
等 な れ ど る も, Coquimbite は 六方 上 晶 素 に し て w=1.552, e=1:557 に 過ぎ ず , 本 
Ur & iia] UME < , Quenstedtite (4 RAK MS BCT AMRIT HE 
も , Meth #8 L, Krenner の 記せ る Kornelite & (AL te VBE RS o 
ZICKUT Copiapite は 黄色 に し て , Linck’ KURA AK IMS 2. 
て , その 性 質 大 に 本 確 に 類 し , HOTORAREROMPERCIA TR » FORGET 
DBC ARE, Fe203:503 の 比 は 殆 ん ど 常 に 2:5 に 近く , 且つ その 最 
KIGDTAE & 1-600 を 超え た る 記載 な し 。 

従 つ て , 筆者 の 観察 し た る ぁ る も の は , これ ら 何 れ の も の に も 属 せ ざれ ども , 
人 工 的 に は 度々 得 ら る ・ ゝ Ve2O03-3S5S03-7 HOt MEN 6,2 の 物質 は 80C 
以下 の 水溶 液 中 ょ よめ 屋 々 形成 す と 記載 せら る 。 

但し この 種 の 物質 中 の 含水 量 は , 温度 並 に GAP D 7K AAI SC EOTH 
な り め , FEVER & 12 FED TBS 30 Eb, ASPET LATE C OM Ze HAD 
に せ ず , 前 記 の 含水 量 中 1.00 ik 40°C 以下 , 2-45 Feit 40°~60°C, 22-18 7% 
は 60°~860°C に て 失 は れ た る も の と す 。 

追記 その 後 同一 標 木 中 , 新た に 研 歴 し た る 部 分 に ES BOARS 

(=, MN 3 RHEAK 2 AOL, © OUP AE 1-57 (BU S Be hte Oo 
HBG § AE OBROBMEIC KOT, 前 と 異な る 物質 を 生じ た る も の 
な る べき も , この 物質 に 就 て は 未だ 之 を 番 に せ ず 。 


1) G. Link, Z. f. x 15, C1889), 14. 
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+HE PNMSRHERERY —F 
HAA ANE OMB KS (1) 


ma + FA OR 寛 
I. 緒 = 


SH BLD ADOT ER wks, その 肉眼 的 及び 題 徴 鏡 抱 
VEE 22 BARS BABEL, FANE OEM aH D766 SO し た め , WHAT O 
Ak ORC Y — FEEL & UTHER Oo OBALBA TET Lt 

る を以て , UF ABOMBUE ELL, MOM LEAL TS 

ASH OBE ¥ % -ARDAsD )ILRBIL Ir ALI WEL A @ OBE UC 
ALORS LOKSEEMOM Lo FETAL ILIA AVEDA BAER Gtr 
ie DARL PTA ARIES BEEP I ALMRL 6 tuts O 6 TAL < 同調 仁 全 
の 依 嘱 に よめ BREE Liz & PF IRBUBRFERBACHE DEAE, JALIL SESE 2 FIDL 
は , ACC LE MS & aK LES ES, その 後 の 題 役 
B50) LOM OHPEOMIR a «> FEEDS S BOA MME YS < 
Oa + > F PCBN UC a te nag Les HB = BE OW PURE 
EAM @RLECIRALEIBO eave}, その 詳細 な る 記載 は 後日 報 合 せら る 
abe 


LD RAT, AAT, 948, 141.~146 貢 , 昭和 8 年 

2) RAR, AAS ER, 渡邊 武男, ae Tes) Ws, 北海 道 地 質 調 査 温 報告 , 
F258, 1619 貢 , 昭和 8 年 

3) MARE, 前 出 , 142 Fy 

4) PAR, He PRHE STEW TE) Se, AL AS 4s, 第 3 HE, 
27~29 HY, 昭和 8 年 

5) FLARE, Sh AVE SE, 第 40 48, 368—370 A, 昭和 8 年 
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“IL t BR o 

BEV BU FRICIS TAL LEC DAM < , 本 岩 は 極め て 新鮮 に し て , Z OBERRD DD 
O BASE EDO ILD 7 <¢ , 従 つ て 分 析 試 料 と し て 最 BiB Be SE 
を 具備 すれ ども , RCAC 1~2 mm CRN BARRY RE Bt BOE 
岩 存 在 せ り 。 こ の 捕 織 岩 は その 大 き 極め て 小 に し て , 上 且 石 基 中 に 散在 せる 
た め , 之 を 完全 に 分 離す る 方 法 な く , 止む な く こ れ ら の 折 氏 岩 を 除去 せ す , 
その 人 包 分 析 を 行 ひ た め 。 然 れ 共 本 皇 織 岩 の 含有 量 は 極め て 少く , Rosiwal 
method (= & Y 37H \ZDS Micrometric analysis を 行 ひ た る 結果 に よ 
UK, 容積 比 に 於 て 1.05 26 に 達する に 過ぎ ず ( 第 泌 表 参照 )。 FEOT TC OF 
#1 OT 5- TELA OC EI a LS HENS HOD LARS Bo 


第 a Ed 


Wits = 25 Norm Ratio 
SiO, | 66:25 Q 29-52 _Sal_ _ 16.18 
> TiO | 0-26 Or 15-01 Fem 
AlgOs |. 1289 | Ab = 3406 | Q> pc, 
[Bes0, |. ~209 | An 6:39 F 
moO le ia | 1-12 KOS Mane 
| s - = = 4.00 
MnO 0.03 | Hy 1.50 Ca’ 
| MgO 0-42 | Mt 3.02 KO 
+ CaO 129 | 0-46 Na,0= 
Na,0 404 | Ap 0.34 
K20 2.53 1, (3) 4, 2, 4: 
POs 0-07 Lassenose 
11,0 6-08 
| H,O 2-46 
| A | 
| Total 99.78 


分 析 に 際 し て は 特に 諸 操 作 に MOOR 2eehO, A. 2 [lla] CaP it Ze Re 
し た め 。 こ の 2 同 の 分 析 結 果 の 差 赴 は, AW LOM Ae LT 許容 せら る ペ 
SHED 4 OR ADMIC, これ ら 2 回 の 不 均 値 を 以 て 本 岩 の 化 看 成分 を 代 
表せ し むる BELO, か くし て 得 ら れ た る KAOUAKT, 及び それ より 


4S 482) 


AM Be RK Me 


SES AMD ik BRAC AT DAN Lo 

EaEO 1t Syeat 22 FLA Ix, BES UFRACIE TT 記載 し た る Wwe & OO HEE 
UGS s(t EUS BEKO, 本 岩 は 比較 的 アル ヵ リ 特に KLO 少 
く , ZERL CaO 及び AlLO3 比較 的 多量 な り 。 克 に 本 岩 は 一 見 アル カリ 
WMA BI as > FARO Fv BEOK, BABAR A MIBS 


ARMS (ILS MT PAT SEOs MS BGS. 以下 こ れ ら 諸 岩 と 本 岩 
と の 化 提 成 分 を 比較 し , その 特質 を 吟味 すべ し 。 
第 = 表 
I II Til IV Vv 
| = 

SiO。 72-60 70-19 66:25 74-44 68-63 
_ TiO, 030 | 007 026 | 0-19 035 | 
NOS ies | 64237). 12:39 20S0 
| FegO3 1-48 1-45 2-09 2-78 5-60 

FeO 0-82 0-81 1:3 | 0-94 | 2-61 

MnO 0-12 0-02 0-03 0:08 | 0-21 
| MgO 0-3 0-91 0.42 0-35 | 0-37 

CaO 1:3 1-43 1-29 0-21 | 1-07 

Na 20 3.54 3-08 4-04 4-18 6-14 
| KgO 4.03 357 | 253 | 4.95 417 
| P,Os 0-06 0-03 0-07 | 0-02 0-02 
| HyOF kK ‘\ 6-08 I he 5 
| 1,0- } 152 |\ 648 346 au \ 05: 
| a3 ~ eae | ¢ | ba 

Total 100-00 | 100-36 | 99-78 | 100-00 100-00 
ee Zoe a ears ae epee a = ee 

J. Rhyolite, average of 64 analyses, 
2) 
II. Pitchstone, average of 18 analyses, 
II. Glassy soda-rhyolite C kawaite). 
= 
IV, Comendite, average of 6 adiyaes,, 
4) 
V. Pantellerite, average of 12 analyses. 


1) R. A. Daly, Igneous rocks and their origin, 1914, p. 19. 


2) A. Johannsen, A descriptive petrography of the igneous rocks, Vol, IL., 
1932, p. 281. 


3) R. A. 
4) R, A. 


Daly, ibid, p. 20. 
Daly, ibid, p. 22. 


iif 63 Wt Fe eS % 4913) 


LIT. pA e OLB 
R. A. Daly 及び A. Johannsen (2 k 0 TH Girt: 2 HERES HERE, 2 
A> FRRO NY FUY VIO) PELE, EO ALE OE Bap 2 ZI) 


HES PIL — KO MM Lo 


に 比較 の た め KA AY O) PIE Ze ZB Z Id, ある 岩 型 中 一 , “OBA 
CARA EMR DEOL, AS OFHOPAWLUTIT OVD, BAH 
D—-WLNE TE 22 41S (Lk OSHA O LG Ss DY 火山岩 特 


I I II | IV | Vv 

SiO» 73-72 7477 | 7261 | 7488 | 69.00 
TiO. 0-30 0-08 0-29 | 0-19 | 0-35 
Al,Os 1410 | - 13-18 1413 | 11-34 |. 1036 
Fe 0s 1-45 154 2-29 2-80 5-68 
FeO 0-88 0-86 1-50 0-95 2-62 
MnO 0-12 | 0.02 0-03 0.08 0-21 | 
Mgo 0-40 | = 0-97 0-46 | 03 0.37 
CaO 1:3 152 14. | . 021 1.08 
Na20 3°59 3:23 443 | 420 | 617 
K,0 4.09 3-80 B77 | 498 2) 419 
ESO. 0.06 | 003 0-08 0-02 | 9-02 

Ati ¥ = : Sena Fane Oe ee 
Total 100-00 | 100-00 10000 100-00 | 10000 

aN ia 

I Rhyolite. II. Pitchstone. 

Il. Glassy soda-rhyoliteCOkawaite ). 

IV. Comendite. V. Pantellerite. 

LP ED AK EP ICTEAEDS S HO は , その 成因 を 論ずる 上 に 於 て 最も 主 


要 な る 成分 の 一 な れ ど も , ABIL HS TUL ALY FBS 2e HET, RE OAC ED TS 
質 の み を 論 ぜ ん と する も の に し て , 上 且 第 二 表 に 示す 如く , GKROF LIA 
ある も の に 於 て は , SOM C これ ら の 値 を 比較 する 能 は ず 。 族 に 岩 葉 本 座 の 
ALMA tz B MEPEBE WC I ILE RO RAB LEGA 6 BHO を 全く 除外 
Ly BEER OWLS Ze 100 に 換算 し た る 値 を 以 て , AEE t HAE OM BN 


4 50014) BAR BK S 


を 比較 参 完 せん と し , 第 三 表 に 示す が 如き 値 を 求め た め 。 

HBAKEO 各 岩 型 及び 本 岩 の 諸 成分 中 特に 重要 な る も の 上 ゝ 分子 迷 , 及 
び NagO+K20, Al,O3-(NagO+Ke.O) の 開 係 を 求む れ ば 第 四 表 の 如 し s 
表示 せる 分 子 敷 は 各 重 量 百分比 を 各 の 分 子 量 に て 除 し た る 値 を 1000 億 し 
た る も の な り 0 り 。 


I si aa UN TVS ER 
| = yes = < = 
SiO. 1229 =) 21846 42-1210 1248 = 1150 
Al205 SO RZ I DY 111 102 
Nas0 58 Roan 72 68 | 100 
K20 44 40 | 30 83x 45 
Na,O+K,0 102 Gor Sho AO? 121 145 
Al203-(Nas 2 a 
OK20) 3 ie 3 —10 —43 
CaO 24 a a 25 4 19 
Fe, 05 9 10 =] 14 18 35 
FeO 12 12 21 13 3 
I. Rhyolite, IL Pitchstone. 


Ill. Glassy soda-rhyolite COkawaite). 
IV. Comendite. V. Pantellerite. 


ァ ル カリ 岩 , アルカリ 類似 岩 及 び 石原 アル ヵ リ 岩 の CRIP EE BE 
る に は , AL20s, NagO+Ky,O 及び CaO の 分 子 敷 を 比較 する 事 最 も 主要 な 
れれ ども, これ ら の 開 係 以外 に 人 ア ル ヵ リ に 敵 す る NazO/K20 BHR, 及び 
Na,O (23h FS Fe20』 寺 FeO の 開 係 を も 吟味 せ ざ る べから ず と 参 へ ら る 。 
何と な れ ば AlyOg, NagO0+K20 及び CaO 間 の 闘 係 に 於 て は , その ァ ル ヵ 
I LIL AIR VAY BI DVICBIS SOREL, アル ヵ リ 長石 , 右 
REBLMOB) — 2A CMOEO WR MBI ko ZIKUBT vd Y 
(<8hS HS Na,O/K.0 OBMAICH TI, TOT rH YBRABRT vw 
岩 何 れ に 属す べき か の 開 係 以外 に , 比較 的 NazO Beit K2O 何れ に 富める 
や の 開 係 明か と なめ, 叉 Na20 (25 4 Fe.0;+FeO の 開 係 に 於 て は 含 ッ 


FE hil ines 


綿 65 ieee Noe a SI oa 本 51015) 


— FA DIOS 72 Ml DB eB UETE O 5 Fen2O3 RU FeO は 含有 せら 


DS RERIRO RAO kO THAR GS SBR O KIBO Se A _ 
BAT SEM OBS Id, NazO HFS Fe.O,+FeO の 開 係 よ り 直 
ち に 含 ツ ー タ 有色 確 物 の 多少 を 論ずる 事 能 は ざる ベ べき も , ABCA TIE 
A SAS, 磁 織 確 の 含有 草 極め て 小 な る 酸性 岩 の 場 合 に は , 土 記 の 開 係 よ 
0 LORY — FA MIDS 1b te HEE LABN Lc 

ARAL UEBCE, WERE, 2p FE NDF UE ROAEEIC OS, 
上 記 の 開 係 を 求む れ ば 第 五 表 に 示す 如き 値 と な り , Zell dis Bs 
及び 第 二 賠 と な る 。 

第 五 Es 


FS EN TE Vv 
Na3O-4K,0)\-"102 | -. 92 102 121 145 
Na. | 
a 132 1:3 2-40 1-28 2.22 | 
Na O 58 52 72 68 100 
Fe,O3+FeO 21 22 35 31 71 
I. Rhyolite. II. Pitchstone. 


III, Glassy soda-rhyolite (Okawaite). 
IV. Comendite, V. Pantellerite. 


BAILA vd IOP FAL, アル カリ 中 に 於 ける NagO t K,O と 
の 分 子 比 の 開 係 を 示す も の に し て , Uitte ROWE alt WE BAR eas 
せ ど も , コメ ンド 岩 及 び ペ ン テ レ リリ ゃ * ヤ 岩 は 著 し き LRT. 今 流 紋 岩 及 び 
コメ ンド 岩 の 多 アル ヵ リ 分 子 敷 の 下 均 値 た る Na,O+K,0=111,5 を 以 て 
横 軸 を 二分 し , 更に 重要 百分比 に 於 て NagO=K20, 即ち 分子 比 に 於 て 
NagO/K20=1.51 の 値 を 以 て 終 軸 を 二分 せ ば , 第 一 園 は 4 策 域 に 分 けら る 。 
I は 例 ア ル ヵ リ の 量 小 に し て , 上 且 重 量 百分比 に 於 て NazOcK,O な り 。 U 
は I と 同じ く 全 アル ヵ リ の 量 小 な れ ど も , 重 量 百分比 に 於 て Na,OD>K,0 


AR BIC) 


wt GR iy oR KR 
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の 開 係 示す 。 IL cer nr *IOKRKEHES, 1 LIMBCBRAAHE 
於 て NavOcK,O TE 0 6 IV (tll tfco< Brvay Oye Kila alee 更に 
TI と 同じ く 重 量 百 分 比 に 於 て NagO>K。,0 の 開 係 を 示す 。 即ち I 及び IL 
第 一 ff 


072N 
NS 


(C10) O24 


~ 


80 90 100 0 120 130 140 150 


Na20 + K20 (Mol.) 
2. Pitchstone. 

3. Glassy sodz-rhyolite COkawaite> 

4. Comendite. 5- Pantellerite, 


1. Rhyolite, 


(100) 094+ &O2%94 


70 : 
40 .50° 60 970 69 90 
Na20 (mol.) 


120 170 


1. Rhyolite. 2. Pitchstone, 
3. Glassy soda-rhyolite COkawaite), 


4. Comendite. 5. Pantellerite. 


は アル ヵ ゃ リ 長 石 及び 含 ッ 
ー ダ タ 有 色 確 物 の 含有 晶 比 
MY <, ZI UL 
OIV は その 含有 草 上 比較 
的 大 な る ぁ る も の な り 。 面 し 
て 流 才 岩 類 に 於 ける が 如 
‘BRAD SAR 比較 
的 少く EEULT 7 vs 
リ 長 石 より 成る 場合 に は 
I 及び Ul は その ァ ル ヵ 
リ 長 石 が KK20- に 富む も 
の に し て , RERA Bit 
7 — FRE A et OF 
な る アル ヵ リ 長石 と な す 
SDL B64%%,2 
CI LIERUIV は その 
アァ アルカ ヵ カリ 長石 が Na,O 
に 富める 草 微 斜 長 石 よめ 
成る も の と 推定 せら AN 
Lo MA THEL UT, I, 
IV Ol SILK 4 vRBCE, 


Y—BILBD AGRA, 
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— 


ee es hd ean Fd vee 


を 割 す る も の な り 。 MOC 第 一 園 に 示す 如く , HEC PRE Low 
域 を 占め , Y—- PIB MS, Ae PBR NE FV IV HARE 
If, ILL, IV Othe tt ZBL wS, 


Tel hE FBLA S Nay,O と Fe.O3 + FeO OBR, Wb ey —2 A 


色 確 物 の 多少 を 示す も の に し て , HRCA ROUEH AIL BUY ARR 
£3}, IAL PRRO NS F VI VBA UC RKO, BRC EARBALEA 


RY) (= NagO 及び Fe,O3+FeO 載 大 す 。 HUT LAU 6 THD 


WAS ZBL Y —FAEMMOIWBIMIE KD LO EPR G Bo Me tere 
ば , Fe203 RU FeO ARAL GS » REIKO RAPS kb O CBMET OH 
上 逃 の 如く な れ ど も , この 場合 に は NagO の 値 に は 全く 開 係 な く , Fens + 
FeO OD ABKISNS BE Oo 然るに 第 二 園 に 示す 如く , 此 等 雨 者 の 値 
DA LCG AS Sit, LS MHL SOU b 含 ッ ー タ 有色 磯 物 
の 塔 加 に よら ざる だ か ら ざ る が 故 な りり 。 以 上 の 見 解 を 以 て 第 二岡 を 見 れ ば 
TRACA ROW A It 共に 含 ツ ー タ 有色 確 物 少く , コメ ンド 岩 に 於 て は 稽 そ 
1 の 告 有 晶 多 で) パン テレ リャ ヤ 岩 に 於 て は 特に こそ の 含有 昌義 し き 事 明か な る 
Uo 面 し て これ ら の 開 係 は 上 記 諸 岩 に 於 て 衛 際 に 見 ら 5 る ゝ 磯 物 成分 及び 
その 含有 量 も よく 一 致 せ 0。 

Bele SER LAE ONC EGE EMOTO t tub BERS B78 O 


ON cn wisnventus conc eee 


係 を も 比較 吟味 せん と す ( 未 完 )。 
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OEE SER 


BER PRrehtEOSHa 
meas 木 下 ia 城 


産 th 次 態 


FUCARIO AEE LAGER OB ORSTNTEMMBR L 2098 TEM — BRAS 


田 際 近 に は , PTR ICIS DAC Ae LS CURE SURBCE, 石英 容 山 
1, OC 2E LITEM ES, Be O85 DY Ze EXE AB AOD IK WEE JO 互 に 錯 雑 し 
て 現 は れ , 地質 碁 だ 複雑 を 極 む CIB HLS HRB AU ERO NE 
岩 は 淡 柴 色 叉 は BUR AT 長石 , HG, BEAU & 0 LO , SEHR IHF 
ZA) HIE L EMO WEE OME OEE & 0 9D 外観 叉 新鮮 な る も , 
HERO AIRE 4 EL SRBU HE MM Ze 3 UPA BIEL O—ABIAAL LCE 2 
山 農 と な め , 流 紋 岩 も ISLE OM ILOLE BR SC — SLA RE 22 Ait Lis 
SUMS HL CNEL. MHLTROBBPC MICS ROME 
を 産 す る こと あの, EERE ERARN BEBO RWG, SEU, MR 
A, RODD WE GBMGNE GBBT SDD OIA Id 0 fa 

#0 BHUSEOLFAGS) 中 よめ M5S8O>%—MCLT, 三戸 
PRAM SIRAR <1 F SURG ATEMCE eb & OES BBO » KEG Oo HI 
EG MIORINEDS LE LEOKUAHOAERG 2 > LOLRF LT 


L) NSE SFR UE AIC VC) AW RE ES 30 4B 359 FECKIE 12 年 


8 月 ) 323 3329 責 

2) GESTS, AS FoR APRA AED ee F YA | SESE 41 
46479 FE Ct 4 421) 53~56 Ws NIR RSG [err 7 4 b ORD Hy 
性 質 」 HUSA HE Gs 41 4 480 GE Cat 4 482 A) 74-77 頁 


ie 
ot 
4 
“_ 
‘ 
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Oo 研 完 短 報 文 本 55C19) 


HOARE 722 75S HROBOR I PIS BEAL AL LMA OSS MICHEL & 
SAMURAI ILO ERIE HIS 出 づ つる も の に し て , tr FRG 
人 告 め る 流 才 岩 に 近接 し 石英 と 共に 巾 約 四 十 畑 に 達する 脈 其 を な す 。 ・ 


PAE EE eT Te eI OT 


TTT He GER 


= 
4 
‘- 
x 
: HO aaa 
, I fy PARI BE 


a fine eM HLH EE 


4 0 1 2 km 


we EON Mt ok th AM [Bl 
A AR 外 観 
ay iit Hilt 藤 柱 其 に し て HRA S EG Hee LIE 8mm (2 UT, RS 35 
oem に 達 す 。 HMA BBM Sb, HBAMOBIMC LT, 1) NF 
| な BOFPBME LL ¢, SEPA BOHR S BORER KO, MARIE AERO 
石英 に て で 園 まる ゝ を 以 つ て 結晶 面 の 決定 に 困難 な る も , ARINC Te BAP 


本 5620) a RO ROK #70 


に て は 明か に a=(100), b= (010), m= (110) R.c= (001) OR Ms 
a 及び b は 主 面 に し て m EL O BNE Oo Mmniild © LO WMS & a Rel 
面 と する BREA ES Ck BSH A e2UT, 先端 に 凹 入 角 を 示 LSS 
MBAS EOHO, eRe d=(201), e=201), f =(601) 等 の 諸 面 の 細 
D< BES ZILJEG SSP VHS SAMMI UTERIEDU SICBESS 
SA iat So 1 

REPU & UC RAMEE CRS SS 結晶 内 部 の 無色 の 部 分 は 勿論 , 外部 
の 自 色 の 部 分 も 均 し く 無 色 に し て (110) OFFA Sb, PAIL EEC PE 
PAICIE < HEBRAIC LD CIHBO A 2S LHD CHD 6 PEEL A SERA 
OFS BIBAT Z SORSORMHIL LT. UWOMA= (100) RU'c= (001) 
OT heme SB the AocBes Oo, 110) PCRS Hist ea LAK 
角 は 約 42 度 に 達し , POPE A VES O Moet b= (010) に 下行 
に し て 光 軸 角 は 小 に し て 光 由 性 は 正 な 0 め 。 粉末 と し て 浸 液 法 に よめ て 測定 
せる に 最大 屈折 卒 1.5245, $e sh AL PTAE 1.5092 (oC, 7 アー =0.0153 な ぁ る 値 を 


46 2 BY Me 
Ki= 272 HERR OC 虚 理 すれ ば ゼラ チ ン > 化 し , MAS AS ABHE LOR 
け , 2 *A WERE EO 9 MTHS DLC DRO 粉末 試料 を 置き 敷 滴 
の 訪 酸 を 滴下 せしめ て 次 解せ し め ゅ た る も の に 水 を 加 へ て 稀 竹 し た る 後 硫酸 
2A LOK SIL ABO SAK OH RARE ir [slo ge ye 
FC SO ADIL CBS SEO GA LIBWED 6 
共 生 BA 係 
OBA ell OANELIKO SEEKER (Flamboyant structure) を な し て 
TRAIAN BEANS (SBSH) BD MBO 結晶 に 直接 相 接 し た る 部 分 に 
て は 石英 の 結 卓 極め て 微小 に て 際 微 唱 質 や な す も 上 是 を 注ぐ ざか る 時 は 結 唱 長 


- 
3 
a 
‘ 
; 

| 


ean WR Mk & 本 57C21) _ 


大 と な り 長 さ 往 々 5mm HHO. MOC AMABILE ST Ot Dita 
O)PEE BRE 25.6 ST Fe dials A FEOFEK AeA OT O , ze Sidney EF. 
Adams (© OC HEB ORT IE ICC EDR ABN SRE te SE 
HG SII B&O T ABH MAG く Adams OMHPO YG & Bh LG 
Danna e Pb t OCHO DUA wih iads SOO ML. Mow 


OD ee BE ta RO MAIHIS & OPBHEA UTTER S & Om Og IIE 
CAURE 22 HED 2 EDC & TPRBE AES BURBON CED Bt VF 
2 BRR ELIA Ee BSS BRIE KOT A Mid aut: BEE 
する も & の に し で 石英 の 品 出 に 遅れ た る こと 明か な り 。 MOCRREDOR 


1) S. F. Adams “A Microscopic Study of Vein Quartz. ” Econ, Geol. XV, 8, 
1920 pp. 638~639 
2) FERS, ACER CASO IGEN FE @ <r 7 vob aT) BUR 


本 58(22) (st titi a MR OK oe te 


SNK EUEBCE POA IO NS TT 72e HS BEI EE NS AKO HR IS EOC BAT 


る を 以 て , MAMI OUIC HR る もの と Wise ot 2HSLo MHA 
Id, 沸 石 の 結晶 作用 が 石英 沈 淫 の 前 と 後 と の 二 期 に 於 て 行 は れ , WH hia 


右 を 貞 出 し た る る ぁ , 後 に は モル デン 沸 石 を 結晶 せる を 意味 する も の に し で, - 


其 の 間 に 於 て 母 液 の 性 質 に 畿 化 を 生じ た る を 示せ 0 り 。 赴 れ 本 地域 の 岩石 の 
BPW S ZIP し 重要 な る 一 資料 を 興 ふ る も の と 請 ふ べし て 九州 帝國 
KET BGG HY BBR). é 


iP ie BME Gk 


カオ リン 性 禁 土 斑 酸 物 と そ OE EBA 


mu: ROM Ca) 


NZGERORRDILTOD 0 4) > PRESENT IL, ROR S 一 般 式 で 表示 - 


する 事 が 出來 る 。 

(1) 無水 酸 AloSigynO7+2n n=0,1,2 

(2) AG “AlsSiagnOz4en-1 (HO), n=0,1,2 

(3) BB FA AloSig4,074on-7 (M'O), n=0,1,2 MI =K,Na,Li...« 

AloSig+nO7+en-1 (MIO). n=0,1,2 M™=Ca,Mg.---. 

これ 等 は 一 般 に 無色 て あり, その 粉末 の 色 CHB) は 百 色 eBL, ROS 
る 場合 に 於 て も 一 定 の 旦 色 を 示さ な い 。 

Al,Si2z07 (無水 カオ リン ) aM, LOT OM ADT HEC 
あり の, 低温 よめ 高温 1000°C 以上 ) に 至 る 温度 , FAME & © EI (3000 atm. p) 


1) W. Vernadsky, Quelques considérations s. Vétude chimique des alumosilic- 


ates; Ztschr, f. Krist. 1933, th} o—fiCd 36 CHIC L CARH ORS Y 
SHIGHED, 一 見 解 と し て と ヽ ひ に 紹介 する も の で ある 。 


ee NR EE oe 


=H ARROW BBM, 系 熱 。 温泉 の 作用 , EOI EUROMRRIEE, eee 
中 に あつ て も , REA SAMMI CHIT, 特に 容 定 な る 機 造 有 する も の と 
想定 きれ る も の で て ある 。 

著者 (Vernadsky) (t, 4 4 9 > HERE TEEMR TOI ON S RH te BELO 
(HOS, Ze ot) he HH to MOMSIKORB LOT 生ずる 
各種 の 組成 物 の 存在 する 事 は , BS ORME T 認め られ る 。 特に ヵ ォ リ 
ン 酸 革 pAl2Si_ O( 叉 は その 無水 酸 )〉 の ァ テル ヵ リ 又は 千金 局 物 の 添加 生成 物 
例 へ ば ビッ ー ダ リト pNay Al, Si,O,NaCl, 又は その 含水 物 mNa。Al。Si。O。・ 
NaCl. HH20 OMS BAT BZ OU BIKES HST, その 然 か る を 認め 得 5 
れる 。 

著者 が 初め て ヵ オ リン 核 訟 を 艇 表し た る 党 時 (1890~1901 年 ) OFA 
に 於 て は , MOM SKK SOMA, BIN (ERBO LBA B EAID MK 
分 , 方 査 族 ( ベ ン ゼ > ン 環 の 如き ) の それ 等 と 同様 な る 分 子 に 相 党 する も の と 
考 べ られ た る も の で あつ た 。 

然し 現在 に 於 て は , FEL EERE OD IANS TIE od FO 存在 せ ざ る を 知る 
BO, MEMOMS アナ ョ ジー を 必要 と せ ざ る に 至 つ た 。 上 只 ぞ の カイ オリ 
ン 核 の 化 媒 的 抵抗 性 が 別 の 形式 で 學 に 表示 され て 居る に 過ぎ な い 。 

この 技 て Al2Si。O:, 一 般 に AlsSiajn Ozr2n, MNERACHL TItAL, 
SigO 5) (A (C BAI REIC IS TIL HE F OFFAL AR L, 面 か も WHOM S [HE IEE 
Gm VK IAPR AL EMER db O , EEC 8 TF OWE 25E UL, それ ら の 知れ の 
場合 ほ 於 で も) AU: Si:O の 比 は 常に 2:2:7( 叉 は 2- 2+n:7+2n) な る 開 
係 を 示す も の で ある 
人 各種 の 化 音 友 應 を 通じ て FORO ABBAS 2 其 の 如き 原子 園 を , eb A 


1) Geochemie, 1930: p. 115. 


x th Rk He & #5K23) 0 
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寧 に 表示 する に は , ZPRAN GABE FAK, IR FE Ce. Herlinger の 
Gittertrager) と し て , 各 原 子 が 互 に 化 裏 力 に よ つ て 連結 され て 「 核 」 BD 
FERRET LOL AMTECH S. COMMREICHT RF AOR 
HREB IL, eS & SEO MBI HEI KDC Ik ME LABIA SS EODCTHS< 

ヵ ォ リン 無水 酸 の 見解 に よれ ば , CAleSig073™, CAl2Si4O1Jm, [AloSi¢ 
OJm 等 の 組成 分 に よ つ て 形成 され る 安定 物 は , BRORHMC LOT 
(aa UAC BUR FS ROT Be Be PARE R120 BIR FD PHN RR 
WRT SEL SEMA Ane CAST 6, その 存在 が 認め ら る 可 き で ある 。 

COHEMIS SPR KOT BEDE 5214, MBRORIK STH S 4 
+) > RONBEIL, REO XBUPHT A OMS 27 BHBECA 2 9 2 30) 
RR FAK) OBRKRRITSEDCHAD 同様 な る 構造 は 他 種 の ぁみ ォ リ ン 備 年 
SEAR ($a, SES, 沸 石 等 ) に る 認め られ る が な が, 一般に これ に 開 す る 記述 は 
BA BATH IU. 

PATRI LOVEE RO WAIC BE Bo WMEIRO 2 4 9 ob 
yrYTVYVh (Al,Si,07aq5 の 展 で 存在 する ぁ る 。 こ の も の は ヵ カオ リン (H2A 
SizOg - HO) を 440°C に 熱 す れ ば 無水 物 (F. Rinne の Metanakrit) Jet: 
CBD 62S 

VFEYVTIbKILASI SY) b, MH ty) - RRB ELT, LTO 
DAY VEEN TDI S OAUKO 如何 を 問 は ず , ZEA LARD & AC 
DA COMMOMEMBESrYT ITY > hO, LOK 4 WHE B, Hl 

MSE AA, ILA DEY) bOMSICBSST, UTA WAAC 


1) Fortschr. d. Miner. 13. 1929. 2) E. Schiebold, N. Jb, Min . 64, 275, 1931 
3) 288 W. Bragg, The Structure of Silicates 1932, p. 28. E. Schiebold. 1. c. 
1931, p. 301, 3128. 4) way y Bite SRAM ERO Ws MRD EXE 
は , 一 般 に 示さ れ て で 居 ら ず , Al 原子 の 化 生 的 重要 性 も 考慮 され ず , BEA 
Ot PRRE OHA OPA FHS. 5) と の 水 は 300°C 以下 で 凡 て 失 は れ 


%o 
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{CENTRES ( 反 應 ) LOTHIANS 6 LOTHS. 

ヵ オ リン 核 生成 に 際 し 熱 の 吸収 を 示す は TOK L SHAT AD b , BEES 
BOD, 唯一 の 例 に 属す る 。 WOM S MORASS, 1912 年 D. Tschern- 
obajeff RUS. Wologdine に よ ょ つて 定量 的 に 測定 る ran 1929 年 , E. Klever 及 
UG. Kordes [2 kD Tiea 6 RES 

この 原子 園 , 即ち ヵ ゃ ォ リ > ン 核 の 生成 に 於 ける MD RESON BERD AN 
的 開 係 に 於 て . 至 大 な る 役目 を 演ずる も の と 思 は れる 。 

BAY -OKECOUAKOWSE, 及び 終 泥 石 の 構成 の 検討 と は , 1930 年 

著者 を し て ヵ オ リン 核 の 新 構 造 を 認め し め る に 至 つ た 。 ア ルミ ニウム の 原 
子 償 は 久 し き 間 に 旨 つて BIR LGR OHROKD, カオ リン の BOM 
學 的 研究 の 結果 は , 著者 を し て Wermer の 補助 原子 信 を 認容 せ し む る に 至 
Deg 

i OF BD ヵ カオ リン 核 は , WR ALO 4 ROM TE 2% RAT Auld, 次 
QATAR A TO 

A PER 7s HEE IL, 今や 療 期 せ ざ る WEES IS 至 つ た も 
i: | a DC, WV OBEASERRIE MU & AUR FIL, ツウ エル ネル 
ーー の 補助 原子 優 を HF BETH Bo 無水 か オリ ン 酸 , そ 


heise 
O70 
| の 水 化物 , ROC ONE, BETA DIMM O 7c IB, 一 定 


NATO 
構造 の 「 根 」(radical) 248A LCR EZ AME 24K L, 面 か も カオ リン 
ae a0 eth) M! tee te ee も の で ある 。 


1) Vernadsky, C. R, Akad, Sc. yee 1932, Geochemie 1930, p. 96, LLL. 
Pp ECM meiarion 206, 1912 Aan ag Ye ts Oe ere 
FFs 7,1912. 3) Veroff. ans Kais. Wilh, Inst. f. Silikatforschung 1923 ~ 
1930. 3) Naturwissenschaften in die Sovjet-Union( Hrsg. v. O. Vogt, 1929, 
p- 337; Gcochemie 1930, p. 118) 4) Wahl 及び Jakob oA ET SMS, 
. ie 6 titre 24> WHE CHS. PLADEG Ct SI の 補助 原 Pik © 
LES W(, COMER b, Al の OM CHT SPILHD Tho 
5) W. ae Geochemie 1930, p. 309, 


2s 62026) = a we 物 夏 床 a ATO 


L OPED AUK, Bb» + 0 > REP EEROVIII, 度々 時 色 物 で ある 。 
= OMOWMRIM ER OPEL OR 7s S 問題 で あり , 重要 な る 顔料 は 
この 属 の 磯 物 に 求む 可 き で ある 。 

EHKO 知ら れ た る 此 種 の 顔料 の 一 は 瑠 堪 て みあ つて, その 年 用 的 重要 性 
. は 現在 篠 々 増加 の 傾向 に ちあ る も の で ある 。 

瑠 玉 と その 構造 に 開 す る 研究 は 碁 だ 少く ない 。 最近 に 於 て も 同種 の 新 組 
成 物 が 合成 され た だ? 

HO RBIS Smita & CH SD, その 何れ も , 之 を その 構造 の 化 
BUBB Beh ARIATHHE LIU. C OMI wt) - PEER IT 
ある が , MAT OMEMMWOPI ERD ITE MOMS kk HE 
だ その 意 を 得 な い 事 て あつ て , 既に X 線 に よる 瑠 堪 の 研究 の 結果 は ヵ ォ リ 
> BO FEAR em し (て Jaeger), AICHE Th, こ の 核 の 構造 と 沸 石 の を れ と の 
HLSW) BHR SiC (W. Tayler) 居る 。 

PEPER O CRN FA, 4) KOVR KOA Dt 6 REL 
その 時 色 が 一 定 法則 の 順序 の 限 内 に 於 ける BML 22 BT RITA TT, BE 
BET EEN AWM, 重要 な る 指針 た り 得 可 し と 思 は れる (BC HS AB 
が 出来 る 。 

その 候 訟 は 次 の 如く で ある 。「 ヵ ォ リ ン 核 は な 杉 色 園 CChromophore 的 な 化 
FAIRIES Bo YAY >be UBER OIC, ME AAR, FD AZ, 他 
D1 ic HB) (OBE LSENRBE ILA 76 B) DIMI SME, —H) & » + 


1) J. Mellor, A Comprehensive treatise in inorg, a. theor. chemistry, 1925 ; 
kK. Jaeger: Vers]. Akad, Wet. Amsterdam 1927 ~28 ; Trans. Farady Soc. 


2) PA MELSEAE & OF OISIMME Ne BET OOK eR LOL CMD, HH 
\ (CREA EEPR OD JAIME C SRE ZBI IACH Se 

3) Bragg (前 出 ) BIR. こと の 核 の 存在 は , + OM RU KIC W) ic Hid ar-c 
居る 。 


y Nate Y 


A 


に 


リ > 禁 土 填 酸 の 添加 年 成 物 の KOBE 2 088, 即 5 HORE LENE 
FIDE SRDS J . 
も し 現在 , BEM (44) >) RE OMMOD Merk Bec, ie 
CMD FE At OWBORM BAS b SIMU SRA AD BEDS BT < 
URINE MAO SB BOT Ze BS SHE MAW S CHS ¢ 
CRE ORU L, HEE KROUMB AB ILIA SIRES LOT, 
SM ZeINT S 事 が 出来 る 。 MUTHA, ECU OM 3 HD S rr 
Bo 
BET SEMRO Ts MAES, LIOL 年 , 及 び 1912 年 , 著 者 に よ つ て 分 類 さ れ た 。 
0 qA AEA MBS in 
mH AlSing,Ogtan GA kit fA coe 
mMBALSininOg¢en GA H(—)IAl |q=1,2 
mMAIL,Sig¢nOg¢on GA Fe 18) [Al 
BD DUM OA MIRO, カオ リン 核 は 多 敷 集団 し 得る も の で ある が , Z 
ME ICURIM 3 eB PHB OMIA HUM Sd, 1 乃至 2 に 過ぎ な い 。 
WOM S 添加 生成 物 の 研究 は 未だ 組織 的 に 行 は れず , ABD src BED S 
、 に 残 され て 居る 。 欧 に 最も 重要 な る は , 最初 無色 な る 組成 分 の 組合 せ に 


KO, 強 き 果 色 物 が 添加 生成 物 と し て 出現 する 事 で て ある 。 


この 虹 色 現象 の 研究 は , HE UT, 一 方 に 於 て は 同 像 混合 (時 色 成 分 の 固 


L) 添加 物 の 村 造 研究 上 の 主要 弁 は , MRL A CUPRA の 決定 で ある 。 著 者 
は 儲 て A 根 は 〇 を 伸介 と し て Si と 結合 する も の と 考 へ た (ミネ ラロ ギャ 1, 
1912 3 v 73C) ai, 2Al CMD IFA RET iF, A OMKME LC BR 
ane Bo DAV YR KICMR DS SIA KIO PHI iL, ROAM te S POR WI 

52D BERD Zo A te SICA SBD ORES SBS CHB o 例 
emer Y—-#Y p 3Nay,AloSigOgNa Cl m NaCl it, BM OPEIK & HAH HE 
(, Cl と Na と が 結合 せ ざ る も の で ある 。 KUAFCOMMOMRIKA 0 Held 
ず , 単に 理論 の み で な く , SERMLICROCCOMAL BS TCISS_ 


aw 及 雑 を 67 
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ee 


溶液 ) の 生成 , MICS T AWMO FE te 5 OHREMOAM ABE LT, 
ZOE thy! AC WI PE) 2s WE BHR UTFIAN TE So 

SR LINER TIRE Zeb ZIBIC II, AC RODIE SIRE Ae BAT NYA I OK 
ESAS tulk, BA OAL Wa, CEA ARE TS BME Cts SIS BES 
る 事 は 明らか で て あり, Bh LLM ONE & O PARILKE SHRED Ze 
人 工 の 瑠璃 の 合成 , 及び その 生成 開 係 の 化 骨 的 試験 に HIS 22 < OFICD 
BER SUTRSD, それ 等 に 於 て は 一 般 的 に 非 ず が と する る も, ERIE A HB 
の 代り に 着色 物 を 使用 し て 居る 。 夷 の 如き 合成 は , WROWE WTS 
如く , ヵ オォ リン 核 の 遂 色 園 機能 が 険 蘭 さ れる 場合 に 相 秘 する も の で ある 。 

WD & F BALE AS, (CSNY AES SRB KOT, この 種 の 十蘭 が 行 
(LAUT API D756 

i a) ン 酸 の 臨 に 詩 す る INA KIO REO E UTIL, BAITED ter 


et x D 
TCHbLIo 


Bi) aD cam | Ce) SOR Sie 
‘ i ahr cs oy で で | a = 
| Sodalite | PNayAloSivOg | NaCl 青 造 に よる 旦 色 
| Hackmanite | ク NayS | yey ge = 
Lazurite | a | NagS 青 | GN | AS Bae 
| | NasHS ft A 
| Hauyne | 2 | NaySO4 +" テテ i 
| Cancrinite | ク NasCOs He Ay Ae, 
| NaHCO. A #AH, 2 vy 
| CaCOs 3s $i 


ーー ーー ッ > iy REE 
BOB, ILC AA Y > PRE EOP MIMAIR BD 52D 0 
FEPEB NACL, SUC KS TD ot) - OM ED, PILBARA 
ELE THES ERK OIL, RADU BSI < EDS 6 


1) Vernadsky, Mineralogija II, 1912 p. 444 Cu ¥ TX) 


=e “= = ~ Boe ” is at 0 ee rr 4 
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YEON TOME L, REM ALSO, と A MEMe ENTS EL 
の で ある 。 後者 は 地殻 の 條 件 に よめ 0; H2O, NaCl, CaO, CaCOy, NayS, Na- 
COs, NSO (HET So MMBC KHUE, CO AMICMBT SL ORE 
に 多 敷 で ある 。 GMABOMBRILE 4 OWES L, 殊 に 各種 の 有機 成分 
DER Stritco 久 し い 以 前 か ら 示 され た 本 J. Lemberg 及び S. Thugutt の 
方 法 は , FAST MENEZ BRT FOUR RET BIBS 

Bh AlLSinO, は 無色 に 見 える が , RLZEORGMOUERS ATA & 
云 ふ 候 訟 が 正しい と すれ ば , RHO BOMECH 27 SCH O, Was? tb 
7 DAPI LILO IE HSC RIE AS HS CHS, Md TOMES 
WLI he Sit, EAOIRD 2~% b FOU MBIA HMI kD Pe] 
7el& CHILES AIL KSbEOCTHS. MO CHEMO LMAT OUNCE, 
ZONA D b SMTP a~2 > SORENLEHTSLOTHSs. = 
DE ONE L Ze BMT BEL MACS o BV SME HE CASSIE F SRE 
We ere 2045+ Z )——ZE (AH) Al2Si2O0, OSH 一 - は , 根 と 結合 し て , そ 
DWAR DLA <7 b FIAT BRM L ED LOTHB. 

VI ik» FY) AKO CHE) 2 ECA eS ED, 何 
WME WC HAD EL BMWS ZA~ADCHOYO, 完備 せる WE BW chs 
て は , 2? ABI DEAS LOTHS, 

BEY LAA Y) - FKOMRIMAKID—-WHSo HALTOM aA ~7 
ィ ラ を な 紫外 叉 は 赤 内 線 部 に 示す 可 き で ある 。 fk» 4) >, Mose eA 


1) J. Lemberg, Z. geol. Ges. 1877~78, —85, S. Tugutt, Mineralog. ocherki Ca シ 
72) 1891; Mineralchem. Studien. D, 1891; vax YOR Wo Bp wh 
て は H. Schneiderhéhn: N. Jb, Min. 169, 1916 4% a fae % SU ko 

2) AlySi,O7 OFWs eit Wa CHS, PAIL VeySizO7 (YS hijo no- 
ntronite HyFe.Sl,Og » fitykHE) EHF AP WA CH V, CroSigO7 は 線 
4 OLB EHTS So < 
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身 は , 更に 制 然 た る 同様 な る 性 特 を 示す 可 き で ある 。 


Lic oF REE SEND (無色 の ) は , BIR ES BUBBA A FF 


1) 
の 紫外 部 に 有する 事 が 知ら れ て 居る 。 


DED BLN, WER AL BEND OD CBIR Ir (= HS CRIME 75 TRE LL Th) 5 


れる , FELSERO FG PELX MOM KO TALE Str 4 fan BY Re, BY 
BEOMANCHT 3N8, その 表示 を 認め 得 可 きも の と 思 は れる 。 Wohi 


i LEOMSEO 検討 に 際 し て は , CAR MOWPEK KOT HED GR BME 


BU OKB BIR MN RUET 6 FBO Ct, BEAR 
物 の を それは, HED ARB O WERE TASES Kk RBS る 。 
BAD OK LEERO = OM EPEIL, (1) SERRA, (2) 
酸性 機能 , (3) 水酸基 ( 水 の ) BAR OPEC H Bo 
姜 色 園 機 能 は Al2SiarnO7+ren な る ヵ る オリ ン 核 の 存在 に 開 す る も る の と 認 
め ざ る を 得 な い 。 


BE EFEIRO Fe hid & OIREI IA CFE LL, BOs OME L FEBS Oe 


ILBRATHS, 果して 人 然 り と すれ ば , LTO + ) -BELSEMBICRES X BH 
MILI Cee SO, 虹 色 機能 を 有する 成分 を 選別 する ぁ る を 要する 。 
LOPEZ EO, カオ リン 核 が これ 等 過 て の 構造 に 首 在 す る 事 が 知ら ね れ ) 
EA Ze TRAM) と 呼ば れ て 居る 事 は 前 逃 の 通り で ある 。 こ の 名 艇 は 
Machatschki 及び Schiebold にょ つて , BHD F OWED ALE & ALB & 
LICE TRIS IH SRESEDCHS, シー ボル ト 及 び プ ラッ ク ググ に よ つ て で て 承 
認 き され た マハ ッ キ の この 型 に 属す る 有 ル て の SLSR, ル で て ヵ ォ リン 性 に 


1) V, Agafonoff CSchriften d. Russ, Miner. Ges. 39, 1902) ou ジフ に の SR る 
最初 の 組織 的 な 賞 験 的 業 忠 中 に も 上 既に 紀 然 と 認め られ る 。 
2) Ctbl, Min, 1928, p 97, 101. 


eae Repti, Af Mt ly tS a 
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BP ACNI FORA SM SMA BRI. 長石 , er > eo 
_ FHREROCOWOWE, 09 1», BBE, 109+, BE, an x 
+, Encryptite 等 に 於 て は , 何れ も H+) KOE DED Birte, 

化 塁 反 應 の 研究 より の 推論 と , BE LEO Ri ARO INES & O)--Beid, HAO 
WEI LOT, 鼻 々 確 次 性 を 加 ふ る に 至る も の と 期待 され る 。 
= ACPI HEI HS CIFOR < PAR ATER ART Ht 0 > bei, BOR, BE 
ERROR U 2 HB RMPILIS-C BILLET BLOCH Bo 

UIC EBNS bt) > PET SEAR IIHS ODEO 5b, TO X BC 
SWC BaD LC RAO TEMES SE ODHAS. 

それ は 雲母 族 中 , 最も 電 純 な る ぁ る もの; MOAB A za Ab, UEP y 
ROA YV E> CHS, MP4, ZHOMMP & 74 Y -ROTFLET S 
事 は 疑 な い 。 (AGE) 


北上 山地 産 オ ツ ヴ ト レ 石 に 就 い て 


産地 の 位置 昭和 七 年 七 月 , 渡 導 教 授 御 措 導 の 下 に 北上 山地 南部 に 地質 調 
AA 7247 0, SEMA TK, TE GN SABIAN OME SAAT 
ICHAT AA Yb VA COttrelite) SHAME O 。 MEWS et FR NEB REE 

矢作 に 於 ける 二 個 庁 に し て , 第 一 の も の は , RUMMOAH KO ZILE CAR 

瀧 と , OD Litt 100 米 を 距 て ゝ 同 川 に か * ゝ れる 橋 と の 中 間 路 上 , 愛 容 山側 


eS W. L. Bragg 前 出 , 1932 p.29 (L~XY VIC MD HEME & Me (29-~26 FA) as. 
ZIC% AlgSigO7 な る カオ リン 構造 が 存在 する 。 ベリ ル は この feEKMeL 
ミル リウ ム 載 の 添加 生成 物 に 相 党 する 。Vernadsky, Trav. Musée Minér, d. 
lAcad. des Sc. d, St. Pétersbg. 1918; ミネ ラロ ギア IL 1912. 
2) E. Schieboldt, 1, c. 1931, p. 300~312—W. L. Brage, 1..¢. 1932. p28;./6, 


ee 
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の 路傍 に 於 て これ を 得 た り 。 第 二 の も の は , 矢作 川 の 左岸 , 前 記 の 橋 の 西方 
功 岩 に 現 は れ た る 多く の 互 放 の ぅ ち , AK AHO 或 る も の に これ を 含 
有 有 せり 。 そ れ ら 二 個 所 は , 拓 作 川 を は さ み て FRE 50 KR を 政 つる の みな 
De 
FAMRAE 先 つ 第 一 の も の に 就 い て MNT, LetOMBK HM 1 KE 
UT, RS 2KROMMES AMAO LAUT, ハン シャ ー に て 川 ) け る に , 可 
MO MAINS UOC, Ze RE UCHR RB rh Sy Fe FE A, RIK RE @ 7 SE 
MOM D SBE IKOIK BAT B sith WHY SVT, HI SOBMO) — 
他 端 を 破砕 せる に , C OAH OD ti kw MK ORAZ S b, IRC He Bt 
Bet O >, COMPRAR DU PISS +7 VAR OS 
fi 0) % id, 肉眼 的 に オッ トレ 右 を 認め 得 た る “IES, BV 前 詞 の 
HEI HS 2 BORG RR 4 22 WT kL, SBE CBRE BE, 始め て これ を 見 
出せ る な の 。 
COMO HEROS D 附近 の 岩石 の Be MA KRE 2 al 3 OIL, 白 縮 瀧 の か 
、 れ る 石 放 岩 居 は , © OME WU 2 KONE 150 Komal ie 長き も 
の に し て , その 東側 は , RC BKA & TREROWAO Bi kOMO, 
WEE PIL, TES RED RDC Nite 挟む 所 あめ 。 FRRAEA IX Al O 
Fait, 主 と UTAREO Be ei a, RAO BS ICU, ARBOR 
さき さ は 大 な ら ず 。 特に 前 記 の ARREPE AO) 断崖 は , TORS OK, KS 20K 
に わた り の , 断崖 面 上 種々 の 岩 居 は, MERKEL RIL Av, APB Re 知る に 便 
75.9 © 
之 を 上 より 示せ ば 
CA) JRE fo AG et 
(B) Bay + UA RBORCE 
CC) Ban IX et 


ig, 83 . 論 評 及 雑 <2 本 69C33) 


(D) Rib CE) 媒質 砂岩 
CF) HCE (G) me CH) mee 
の 順序 な り 。 

第 二 の オ ッ ト し レ 石 を 含め る BROMB, COMMEAO 砂岩 互層 の 一 
部 CB) に 属す 。 し て この 互層 中 の HR MOM EIL, KASD Re BENG 
幼 質 を 受け た る 形跡 あり て , 特に CC) PERO BCS BMAD BAC Kate 

ども る, (B) BABI Zt k ORME L, 2 tee Le L, ROE IC AS 

ね れ ば, オッ トレ 右 の 若干 を 含有 せる を 見 る 。 F-OPIb vAREDAB 

BLS, ATTA G 6 AL ORM O—MICBL, COMBOR KOR 
し か り し 部 分 な り と 認め ら る 。 

PSIRAOMERE 第 一 の 産地 の オォ オット VAGIE, BRIN TOME tS BRA OIC 
面 に 下行 な る 労 開 面 の ょ く 閥 達し た る , WAITER 結 曲 を な し て 
FF CAv5 O#MAnIL, その 排列 に 何等 一 定 の 方 向 な く , 革 岩 中 に 撤 布 せら 
れ た る を 見 る 。 そ の 上 直利 は , 往々 LORECET HE b ETE | RELL 0 
色 は 線 黒 に し て 光 漢 旨 し 。 肉 服 的 に ABW Ae’, ZEW & と な す 時 
は , PAR MOTD 淡 族 色 光 線 を 透過 す 。 條 痕 叉 移 終 色 を 帯び た る BIK 
fh Ze "2 L, SSPHIABER TEA UC, BRAC 2 BURL, 石英 (硬度 7) を 
以 つ て , 傷つく る を 得 べ く , Kilk7e GT UT, 可 成 り に 脆 し 。 

第 この 産地 の も の は , AMM, + 2b VB BoB. WBC, 千 
若水 を 有する 程度 の も の な り 。 

BME AIT | UBOW TERE CRU OI, lalla TD 
I<, BRAIN UCTMO FEE AU RST EOL, WABI UT 
Z OME WCET BBP EL, ZI MBIERS ICL CREA SD BEB Le 
示す も の と あり 。 前 者 は , AMLU TRH 5S» KUKOMI PT 4 断面 
UC, 後者 は , 世に 直角 な る 断面 と 認 ぜ むべ く , The} LE CD RKO 


eee 
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本 70634) a ee ee 


“el Sk Faris, C PATI 完全 な る GPL S&L 夏 ぽ 直角 な る ご 
MOATERA BP LS SEO LBB. 

有 の 3 ち , IVE OO LG tric SHAK IL, PRMD WIZ EOC, 明か 
な る 砂時計 構造 CHour-glass structure) 4a し , 且つ 多 色 性 明か に し て , BERY 
の 方 向 に 談 線 色 , 交 に 直角 に 殆ど 無色 な り 。 且つ 屋 々 その 延長 に 下行 な る 
BARODA Ze dk L, 旗 面 に 下行 な る 断面 は 多 色 性 弱く , 常に 淡 終 色 を 旦 
し , EMILE FAD Ai (BET, BIE E199 Le 

Zab LIGNE OWE LBS ERSEA, Calc te} 断面 上 , 
つの 方 向 に 移 完 全 な 0。 

BEBE OCHS tuts } ARIS 

= E24. CE SS 


SEY et Ane erie di ht it 


bro Wee 


に し て , HEBMPE IE 2 0 | 
FE al A COOL) (= ae Fy = UT, 光 軸 角 は 可 成 り 大 な め 。 
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am 及 雑 鉄 #715) 


以上 の 3b, 光 忠 的 の 資料 は 主として 吉木 護 師 の 御 指 導 に より で 測定 し 


た る も の に し て , ここ に 深 其 の 謝意 を 表す 。 . 

BRORE ALLEIERORBOMA I, ths vy AKON ORR a A 
Zt vARBAED. SRW LUT BET CES 2k, BOE 
Oh < WELKER IIL GB > DM, SMOWIARIDE vv KARMA 
% % TEPEVERIME Zea L, 細 片 中 に は 主 と し て MBAR BIE OMBIBA 
ど 無 色 の も の と , 主として 線 泥 石 より 成る 黄 線 色 の も の と を 主 と し , BED 
は 主として これ ら 三 磯 物 と , 無色 不透明 に し て 鱗片 欺 を 旦 し , 往々 白色 の 性 
線 を な す チ タン MGI & & ORO, COME BBS 2 BWA 
に 比 し て , RE MIRO BERT NETS > Us 

この こと は , AWK MRBOCE 8 Ce ROWE HERE OR 


MLS IL KOGRT, KAORAVRRAK O LIL eHEE LU. 
Ae WEI LAUT IAS NTE TBE ILVIRIE BRA UC, 明か な る RE 
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造 時 する 事 第 二 園 の 如く , +7} VAR CORI HIRE 6, ZREBO 
方 向 に 横 切 つ て 排列 すれ ども (第 二 園 ), REGO PENNE KOT, THRO 
構造 を も 芝 の 内 部 に 留め , こ の 構造 の 名 達 後 , を 交代 し て 生 ぜ る を 示 せめ 

成因 の 推察 WOT, オッ トレ 石 が 母 岩 の 成 生 後生 ぜ る 事 は 明か に し て , 
且つ その 産出 は 中 紋 粘 板 岩 等 と 伯 な ふ を 以 て て, BRO 産物 と 思 は る ゝ 
も , その 除 近 に 未だ 火成岩 の BALERS. BS SUP 潜在 する も の 
RRR 

ge 以上 主として 肉眼 的 観 祭 及び 題 微 鏡 的 観察 な ら び に 母 岩 の 基 態 を 


枝 合 すれ ば , PAGER OPAPGEIL LOT MY OILS AOR 


HEAD b UBOsh, HI KMEBE, AHI IES 3 OO, 即 も 鈴木 教授 の AW 
AD b UAB OREI—ET 6 

MHI kD, HOGS HINCIAIC Te 6 AHEREL RBI O L TEBE 
tg 6 ONE OMAP RA 6 IDE, PMB LT, 此 慮 に 深 其 
な る 感謝 の 意 を 表す る も の な り 。 


際 懇 阿武 隈 山地 に 於 ける オット レ 太 の EKA REVEL 知ら る れ 


どる も , 北上 産地 に 於 ける その 産出 は , 管 て 世 田 米 附近 に 於 て 乏 を 産 せ すり と の 簡 早 な 。 


る 衣 載 以外 之 を 詳 に を PU LeU TC, BES ORR CMEC, CEBMI Sc k 
と せり (渡邊 生 う 


1) PARE, 地質 重 雑 議 第 34 48, p. 83, 113, (昭和 2 年 う 


— 


= 


Gee #8 ee 


ae. 
BB RA LB 
3070, TaRUWSAMRShORAR 


吉洋 市 。 

fia Fe UE Pde 4a DRM ET ト 
AVC LC, PAP BE NY BE, HEB OTe TO 
% OBA & iit Vo WARS be 
String-film-perthite 2 veir-path perthite 
1 DIB Ly GLH IC HSC, 延長 方 向 , 
THIGH, Fohlll , TASS & Bizz L, Ab 

BZ = PEAK YS S Winchell op} 
線 は , 完 全 な る も の に 非 ざ る 事 を 示せ り 。 
TBA ORI KIT, この 長石 Ott 
BAA Mid Bet A be Ory7.1Abso.4 Anz.5 に 

LC, 草 長 石 の 部 分 は OrsAbyAny な る 
が 赦 に , 微 斜 長石 の 部 分 は OrisAbz:Ans 
な り 。 BicxNn pA BEA Chessboard 
構造 は albite AHP BAH + So % OIC 
JEF LT, pericline DM fo MALE 
KE SBBOICHY LEDKV, KOTH 
NIA に 依る も の に IEF UC, 結 品 自体 
の 作用 な り と 孝 へ ちる さ べし じ し 。 (地球 , 195 
32~458, 昭 8 渡邊 新 
3071, マダ ガス カル 島 :Tamatave FF 
FF EWEAOILERA ROLE 
Chudoba, K, Jakob, J. 

~ KAD ws Tamatave 産 の ラブ プラ 
ドル 長石 を 分 析 し , その 成分 は 54.25 % 
An, 41.52Ab, 4.25%Or の も の な る こと と 
を 知れ り 。 更 に その optical orientation 
を 定め , 叉 炊 の 如き 光 還 性 を ゃ 測定 すり 。 


(Na 光線 に て う PP 面 上 の 清光 角 = 
~6°, M eine ee 
ng=1-5d02, ng=1-0587, ny =1-5630, 
2V, =(+82°C(Centralb. Min, etc, A.1~9, 
1933) QE) 
3072, MBRAEARAMD cotectic 
line の 位置 Alling, H. L. . 
K, Na, Ca 271 = KEG IC 
る cotectic line の 位置 は Terzaghi $e A 
| OPE At Z% DO C1929) zs Vogt C1931), . 
Harker (1909) の も の ょ り は Bowen 
(1928) の も の に た に 近 し 。 著 者 は 逃 筆 の も 
DEMIR LE SHR, Vogt OMOIELS 
と を 認め た 0 (Amer. J- Sei; 2,5, 
471~476, 1933)。L 渡 邊 新 〕 


3073, Kk ADORE ROOK 
4G Hegemann. Fr, Steinmetz, H. 


Calcit, Aragonit, Apatit, Fluorit, Baryt, 
Quarz, Kaliumfeldspite “ » iit Do 2BE 
HED BB Hi L, KR OMS 事 を 知り 得 た 
Yo CQ) BRD Yy > BEG © iB EUS Eh 
Kk UCHUC RS. @ Ma CAA 
MELD Me SEO WH IC に て は , そ の 
PIII hth SRE A BIER Lo 但し 
46 L ¢ HHSEPE te SABE US So 
CLM BHKE BS OES Chl 
2 ih WAPI oo BIR eT 3 cit Kalb 
Wn HE WIS kB bh BRE % BYE & te 


Ue) 
RE hs 
ee Kee DICH R Ec OUBREK Te S 


2 4400 Hk Y ((Centralb, Min. etc, A. 
24~38, 1933) EBD 
3074, BM OMRIXDUT Stiitzel, H. 


8°45" = 


#16038) 抄 


Hiih OD th ke &RILE A BE BI, 
(100), (010), (00L) & RAB L + SIE= 
Fal @ EAE し , 1009, C010),01) の 3 
Wic’4}s % Zentraldistanz + = O= 44/5] 
hICKRAS BRE HL, Zire Adular, 
pegmatitischer Orthoklas, Gesteinhsorthe- 
Klas (c3BJH2 21, RE OBA RAIA 
度 に 従 つて その WEE Hit SIRE 
WCB LFV NM Titanit の 結 品 に た も 
此 の 方 潜 を 使用 せり リ 。 (Centralb. Min. 
etc, A. 52~58, 1933.)L 渡 邊 新 ] 

3075, CRIED BORA 

HEE UCM OFER BP ICMEHADS Sy 
FEB ACE ICES ROBBY IC RC HE 
% STEELS So MINI, DAK, 磁 琉 
EO, Dek EOR, PYRLEN OR, D7 PS BR, 石英 , 
HEA, HIE, Fi EAL DEST DZ HS DR, 
自然 銅 , ATITK, OS, REST, ER, 
ZO, TF, BRAM RMB, Oh 
HA, BA, 250, RA, Be, a 
7 2 GRR SNA, BERR EA RY, es UE, 
天然 木炭 , A Cue, 40, 261~271, 
8) Cp BF) 

3076, BES CCuSO4.5 H203) OZ 
BFEHSHILOXT Barth T. F. W., 
Tunell G. 

WEES © #8 fh & FA OC ARB 8B 3077 I< pe 
る Weissenberg 法 に ょ よ B= Ab ah HE 
DW BS OBIE L RV V 。 

Dies MPO He se IC Vc a CuK gy 
Kk ORE ORY L Ucit MoK 
BCL OMBAEHOK VY, 

=O Oi Al (CFE OFF fh HK ORAS 
RARE HERES AS 2 HEX 3B 
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単位 格子 は 
fe) 
ag=6-110 by =10-673A 
° 
Co = 595A a= 82°16/ 
8=107°26' ~ y= 102°40’ 


に し て 本 格子 は Tutton 及び Barkermilih 
の 選定 と 一 致す 。 本 結 品 に 於 け る 光 訓 位 
を Fedrov 台 に ょ り て 決定 せる も の は 
Pape の それ と 一 致 せ り 。 CAmer. Miner. 
18, 187~194, 1933) 2548) 

3077, Weissenberge 文 線 コ ニオ メー 
&—-HRRKI KS =HRROZHRTO 
決定 に つき て Tuncll, G. 

AOL HEIST B AAI 7 4 7 wm vs 
HOE Fy Wa tC FAV Ae ¢ 移動 し て NS 
ie & 4 Weissenberg の ウ の デニ オメー ター 
法 の 大 体調 明 MARE I~, と の ik 
& Au ihe LE & & GE LC X BRR 
RO WHEW & BSE 1c -C Hew BEE ETB IK 
YORU SHEE MES HSV. 次 に 三 
Bibs D ZRF OPVEIC BV D FAL 
格子 の 取り 方 は 無限 に ある を 以 て , TS 
に Bravais の 法則 を 用 ひ て 即ち 軸 面 が 最 
AO HAF A EL LE CReticular Density) を 
Ay L, Hal & BEGET RU SAT t De 
Shwe as % ORO BAA El Al ERE & AT 
FSOM HET NAS CL EM, RKB 
Eb OMA IG, MELT OVO KE 
BUX OF t; {RU V. Goldschmidt » 
Jt a ERA ZONE IC B FESR & RET 1c 
WO SRRL ORM OBRE MH VQ 
(Amer, Miner, 18, 181~186, 1933) 

(高根 
3078, a-<B>-Wolssram の 結晶 構造 
Neuburger, M. C. 


ees, one 


da 


ig 89 抄 


8% #2 17039) 


Wolfram o> Bie it Yai o Hea 
な る も の を 電 解 し て 得 た る 新しき 型 は 
600~650°C に 加熱 し て 立方 体 心 格子 を 
ARF SHED o-Wolfram 1c BMEF ZR 
以 つ て と の 新型 を «-W と し 従来 の も の 
% RM LV, CHEBPEICK UC 
WA LC OFEF MMI 290 = 25-0384 
0.003A at 202C と ょ なり ,8W を 含む 。 こ と の 
格子 を X 線 反 射 よ り 考 ふる に 面 心 格子 
CL, ORES 体 心 格子 (の どう の 條 件 
BSW ES URIs DIF PRS 


CZ. Krist., 85, 232~238, 1933)( RHE) 
3079, 紅 破 ニッ ツケ ル 斑 の 友 射 能 及 び 複 友 
射 に つき て Faber, W. 

TEC BK OMA SHA = 7 7 HK 
CNiAs)C AHH 2945 参照 〉 う た っ つき て (1010) 


n nk K 


波 大 


Uy Us @ | € w CoO £ 


656CHAIIL-0 5 0-95 245 229 237/246 
589 CHE I2-17 1-89'3-16 2.87 1:50 1.59 
597CDl Ae [1.36|2:321.991.59 1.46 


n: jm $f Aiook: Balt A Be 
KR: We ta Be 


RB (0001 う KF te SP ewe HHL, 


22 PU Zedernholzdl. 店 た て そ oR 
ATU BLA & Wat L DEAS, Whe He 
BOW Hee ts HE, 線 色 線 た つき で て 来 
BEV 即ち 前 表 に 見 る が 如 し 。 
(Z. Krist., 85, 223~231 う [高根 〕 
3080, Chalzedon の 織 維 笑 造 と 光 捉 竹 
Correus C. W., Nagelschmidt G. 
各種 の 異 れ る 成因 の Chalzedon を X 線 
的 方 法 に より て 研究 し て , Chalzedon iz 
OOF IC BHEIKIK BAS SABEK V 
な り , そ の 一 の 方 向 は 〔1120〕 に し て 第 一 
種 の アリ ズム に 和 塞 直 で ある 。 そ の 一 つ は 
C1100〕 た に し て 第 一 種 の アリ ズム ら の 芝 に 乗 


| 直 な り 。 こ と の 型 を 最も ょ び 示 す 三 種 の 


Chalzedon に つき て 光 第 的 に 研究 し て そ 
D Hi RILRO Ml & REO F IK HBS 34h 
ERMDEE—-KEDE V, 即ち 

% OBE LE OFF [i CIN BBO 


ARTE 2 1h IES AE LOR RH - 
| 性 を 有 す 。 


叉 その 比 事 より 混合 物 と し て 存在 する 


| Opal Mir d #EL, BILLY UCZO 


性 覧 を る 決定 そり 。 場合 に より で は Opal 
の 他 に 団 な る 水 と し て 存在 する 場合 も あ 
Vy CZ. Krist-, 85, 199~213,1933)C HAE 
3081, SASAKI HST SAF RREOW 
3 Wendekamm, K. 

HL te SALAMA & ALS S WHE ABC 
於 て は その 比重 , TACO Cc ENB 
と 分 子 分 散 能 〕〉 と の 間 に は 規則 正 し さ の 
存在 する 事 が 最近 ょ よく 研究 され た り 。 筆 
MLM WATE te SHEMIC TSC BE O 
PUNE LS BEES SPAY & A SFR 
cc OFF & 7+ VG JED Kohlbaum, 


— 


$d 18C40 う ib 
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Merck 及び Sehuchardt #1 oats & AU 
CHR DWAR UB © Hi th BE VE 
に つき て 注意 深 《 比重 < 重 液 法 ), MAAS 
て 多く は 属 折 計 及 人 反射 属 折 計 に ょ り 少 
WoO’ oO eSB EV) を 測 症 そり 。 
ZEORE & Ble 2 CW BolhwoYy 
— 
BURR DF ARE ICO & CW 
i 
aU OBM FAIS 2 BAM Core, ey 
BUT YBBR AV ey 
HICH CE RMUT > ZEOMMRLEMO 
アル カリ ハロ ゲン 及び OO,5S, Se, Te eA 
する Mg, Ca, Sr, Ba の 化合 物 及 びそ の 
、 他 の 化合 物 に つき て る ゃ も 確 め られ た り リ 。 同 
様 の 直線 的 開 係 は モン 分 子 容積 に 於 て も 
成立 し, 属 折 内 に 於 て る 確 め られ た リ 2。 従 
つて モ み 分子 分 散 能 た つき て る 同様 に 直 
PANT TRA VQ C ORLNIPEIK BE 
合致 せ を ざる 二 , =o Micoe cit その 原 
和子 論 的 謀 明 を 興 へ た リ 。(Z. Krist., 85, 
169~198, 1933 う C 高 根 】 


BASRA 


3082, BRATS ORKRAR INT 
Gilluly, J. 

Avaty MAD zr BMP ICI, 
SAAC ORME IK BEA SAE ii 
BESET . 著者 は その MIRAE, 並び に 
FARR RU BUD 結果 , 本 岩 は 
草 長 石化 作用 及び 部 分 人 的 圭 化 作用 た に ょ り 
CT, SEIC HG LES AER kU BIR 
せ し 事 を 明 に を そり 。 即ち 岩 此 凝固 の 最後 
叉 は その 後に 行 は れ た る 変 代 作 用 に ょ り 


の モル 分 


ASE ERE & EK SPER RUDE 
OIE Alt GRACE, MO REG 
TAA PAI ORI Vv — RHPA RUN え 
Fv FVALERV, HSER OBR ED 
二 炊 的 石英 を 生成 し た る る も の な り 。 この 
三次 的 石英 は 正規 の 花 答 岩 中 に 倫 有 せら 
る ょ くも の と は 明 に 異 れ る 上 品 癖 を 示し , 不 
PAW te S PERE id MYR E te LUCHA To 
SLAG HH IC (x BE myrmekite 及び 微 文理 
Fie L( BET 2K RL, BAe ざる 
ARR BICIEE ZERO MA 
43 (tA ESE & POL, FL RRA 及び 
% Of OFELIA BRL & Hewes 
WARICBAA So TIC 本 次 代 作 用 は , A 
英 隊 線 岩 の 殆 ど 完全 に ELE る 後 , 同 
一 岩 貞 の 下部 ょ り 角 春 化 そる 部 分 を 通 じ 
Pee 
の と 考 ペ る 5 CUAS.2G. os Erol. shape 
175, C, 65~81, 19321983C 根 本 〕 
3083, +HHEIX YF BIRT HA 
Ho 

Av aa lo THES 2 BRAS RAL & 
HRY SATIS LCs AIS BES 3 
3 = ARCH: EHH I EAE CHEM S 
Meas it BS BANDS) RMP KAPRE 
Reise & BL, BEMIS Et し て BRA 
RALAAtY) . RRA ERIE ( 
AR L OY © A BME Te tL ES % OBE 
LUGS =F IUYHAK DAL A 
UL aE AS PF IC UL, KRABI te SHR te L, 
FEA ATIC SER SABE Cpt ST nH 
リ BAER TY © CHM te S SEARS AE BS 
APRA IC 排列 し , MCL RRHESE Boe 
Vo HERA It Si0273-59 TiO 0-22 


nob nF tt AL men leh otro yom 


barat 
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Al,O3 1-22 Fe2O3 431 FeO 0-34 MnO 
0-02 MgO 0-07 CaO 0-15 Na20 3.74 Ky 
0 5-33 H20+0-:90 HoO—0-19 に し て コ 
AYP RBOCBMERH ERC —EtVS 
BUSAFILICK CT rv mY ABA KE VK 
な る 事 , アル カリ 及び 酸化 鐵 の ZALLB 
WK SIC RL, ARR 茸 土 の 含 量 著 
し く 小 な る 事 及 び 重 量 百 分 比 に 於 て Ko 
Og Na20 ょ り 大 な る 事 は その 主 な る 
ACW A BSS RBA IHC 
LAMBA EL LARALA BA 
せ ず . 所 本 岩 に 於 て は 多少 分 解 する た め 
_ ア ルカ ヵ リ 流 統 岩 に 普通 な る ッ ー ダ 煙 石 及 
UO F§ PIABE TD 存在 確か な ら ず , 有 且つ 右 
ROBE (EER ST Ril 4 KH id 
hOB RA RO EIKRD EU ARE 
ジッ ー ダ 流 絞 岩 中 比較 前 KoO に 富める っ 
メン ド 岩 と 呼ぶ を 安 管 な り と 倍 ず と 結 さ 
Y (ChE 40, 368~370, 1933 う 〔 河 野 ) 
3084, ALERHORS & iSie Morse, H. 
W., Donnay, J. D. H., ott, F. 

ペリ ウム , ス トロ ン デ ウム RE HOM 
三 協 類 の 人 工 球 題 を ゼラ チン 肉 た に た 於 け る 
PBA IC 複 分 解 に より 生 ぜ し むる 時 , FE 
AVC UCTHBHIIKC RS 2MEGE YS F 
REGRESS MBL, その 
lier tyPprgt hr mB Kay 
CHAU, X BUMP EK VSS 
AG TERA (SG HD LAE Te S BPAK & lad 
KES 9 ERA BHE > RT AIC BUS = 
} \ Mk it HEA 8 Oe OFT & 
i SG ih kU met bt LRG Rie 
り と の 理由 に ょ り て の み 設 明 せら る 。 こと 
れ ら 人 工 球 題 に た 於 ける 時 位 結 品 の 大 さ は 


10R SE 宴 度 を UGB L TS Cam. 


Jour. Sci, 25, 494~498, 1933) C878) 
3085, bei Beak RRS SA ICPNT S 
BRS aIRT Me, 
EBRD ir AK RSET PSE I BE & TAD BRIS > 
た り リ , ARABS 主体 と する 深成岩 体 
あり 。 清水 隊 道 内 , KIM, 茂 倉 獄 近 
SIC C— SLR BF AT ATT 
4V-OUS BRAS A & HALT 7 
ライ ト 様 岩 と が 密接 な 開 係 を な し て 存在 
せり 。 CREAR ARMA OA IRs B 
相 と し て 取扱 は れ し ゃ の な る が だ が, 著者 は 
BBO Hs ABCA ORE LE = PE 
を 行 ひ , 本 岩石 の 延長 を "求め た れ ど ゃ もそ 
OPE EMEOE EU, Re, awe 
塊 の 相 営 大 規模 の も の な る と と を 知れ 
Yio RLBAROM* ORIOMH & 
BERETS D (CPR & BE t OFA ICG 
ら einseitig OMAN SOCHHHOE 
BRAORSYSISBRED OB EAT 
— DY AIT b F OMM Ee (1k MBE 
Ee > RIC V PRM Cd WR ME te 
る が 大 体 に 於 て V. M. Goldschmidt » 
分 類 に ょ る V. VIL OMIA IK} LAIR 
な く Al20s ode BA VU RY S 
Wii Aw, REOKBELVSHESLS 
ophitic texture #384 LfHU, RAA 
Uh HR 7s EL a ARIK a te & HERE 
し 得 ち る 。 BRAC ORB A & ARIK 
BIE SMMRO DEF SAM L te 
る さ べき デー タタ 多く , 秩 父 古 生 層 の も の と 
HE a LAF A AA CR Lg RRR TH AE 
層 岩 石 ク の 本質 の 研究 に 依り 明か に され ん 
(地質 , 40, 383~384, 1933 う C 河 野 〕 
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#5 20642) ib 
3086, グリ ン ラ ンド 玄武 岩 の 赤 色 分 解 自 
Holler, K. 


AM Gis kV O Bauxits m FH Ee 
に 謀 す る 考察 な り 。 グ ダリ 
‘4 @ Godthavn 附近 の Lyngemarkenfjeld 
ky H.K. E. Krueger (1925) BU F. 
K. Drescher (1929) PH RAD DRM 
生物 試料 を も た ら せ る が , この も の は Hh 
地 に 於 て は 連 緒 的 た 正規 の 玄武 岩 に 移 化 
せり 。 ANSP HRI RKB IC (a SEE FS 
Zeolith OME 3 TICA ABS ICKY 
AelL ir, OD Fats BKIS RET DH 
RAMS PO, ii し て 彼 等 は 更に BAS 
武 岩 に 依り 蔽 は る 。 資料 の 研究 の 結果 新 
7c Gia LV SMD SOS 
CDIBFED 4 OBER Vg WIC PC 
(2 Ai DRIED LC RE) Fe PEER 
ABEL Lt), RARIA Zeolith の 
EA fh TIC BE Ug 著者 は 三 個 の 異な れ 
SDE D % DEAL ATIC MT LT 
Niggli-diagram & ff/a]e 0 9 ARIEL 
武 岩 ょ り Bauxit ~ o $e oH AEE IB 
示す も ゃ の に し て , 叉 赤色 成 生 物 は Bauxit 
RAEAOPRGR LMT LORY LE 
~Vo 成因 見 解 と し て グリ ン ラ ンド る も の 
は 多量 た に Zeolith OfP~ 3% HES Bok 
作用 の た め に LT, H. 
Vogesberg の 場合 に た 輝 べ た る 風化 謀 は 雌 
の 場合 に は 應 用 出来 ず と 言 へ ~ り 。 Fort. 
Min. Krist, Petr, 17, 48~49, (932) 

Cy EF) 
3087, FURERWISRET 松本 唯一 。 

ANE SES Ba AE ACU IC BE & “CAF te 
SMM AED SU.WICIEMEEE UTX 


ン ラ ンド Disko 


Hanassoroitz の 


DS LAY PE IC HEC AGRIC HS & BPE 
せり 。 HAUNT HIG, HAAS, 琉球 の 3 
AMIR AS EE ICHAT SAS, HO 古 《 洗 
動 て る も ゃ の は 瀬戸 内 系 の も の に し て , 次 
に 山際 系 の も の を MBL, 以上 2 系 の 大 
MYT @ Ac LFA as BEF LAP EAR Le = 
LE SIC CHAM MAME & HEL 
Bal AR a AP BR © IRIE © jE 
物 な り と 逃さ べた り 。 HEGEAR Bal MEI Hing LL) 
寄生 火山 と を され た る BB, BEI, EG, HK 
REAM tL MoO cw EUS 
の な り と 言 ひ , 叉 阿藤 カル デラ の 成因 に 
Ba L945 (t ML Sh Be FA te 
DMR DA LHAKYU, 更に 著者 は 
HUN OR RS SPS UALOMICKK 
WO & Baltes & AA SF 
7B MEICARE YU FOUN S PE 
Te RRA IC FRILL, Ea 最も ゃ 多く 集 
塊 岩 , WER A Mik 軽石 層 に まで 移 化 なり 
LA~V 6 CORA PRB HG GD 
分 布 に 近 き 廣 大 な 分 PM EAT ERX D 
GWE U-CHB AIM ERS Y 
fer ERS Je (2 Bi RRO TG ICH YO 
な り と 言 ひ , 大 正三 年 の MAI © HARB 
RMB t hb LeTHocKwR ars 
ラ を 中 心 と すり と 述べ , LE OBKE V 
し て 阿 和 蘇 火山 は 所 調 阿 蘇 火 山脈 即ち 瀬戸 
内 系 に 属す る も の な ら ず し て 琉球 火 帆 用 
に 属す る も ゃ の と 考 へ , 了 九 州 に 相 普 び て こ と 
の 大 な る ホメ ー ト が 存在 そる は 注目 に 値 
FLV CG CWA, 40, 381~383, 1933 
C 河 野 〕 
3088, 北部 鹿 兄 島 溢 近 郊 に 於 ける 竣 石 類 
OSBBBARS MOAR 
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aie tH 21043) 


PHIUIN OLE & te FARCRY o> Hh A 
ERE L CRIN SDMHLAT 3B 
TED Fr SIS KR HER) & HE RI be 
KWREB Yate SB, TO’ Old BEM に -- 
種 特 有 な る 人 火成岩 を 件 へ り 。 本 岩 は 従来 
は 灰 石 類 と 呼ば れ , 燈 岩 流 叉 は SRM 
WML 海 康 噴 出 物 等 の BBD V し が , 著 
A ODEAM Te S PIB D HE Zs & HE と 
UT 浴 流 せる も の に あら ず UC, WEE 
所 に た 於 ける 粗 編 な る 前 旋 台 地 堆 積 居 中 に 
WAT SAKE UCRAMBHN IS HEE 
Jat Ae SGU ite VY & tk~c OME 
來 の 灰 右 に 開 す る 見 解 と 著しく 異な れる 
Blt) tS~7 0 oft AN 4 JA lz /E.Composite 
aill See L CHEV SBSS VU, BASS 
WIC Ri BRS, RASA, SERA 
ALi SAM a, SBCA, FPA ee 
HE LARD LEV 9 30 FRE の 4,8 
DMO RICRME SiOn61%~77% の 
BL & ON LAA AS NE LE © RB & te T 
% OB LP CIA Zirh OIL HEP 
DIEM TNGYEOL DAV, RAO 
RAR AMS th ARES &it~k Vo 
BBE IC EAS (SRR & Oy Les 
RUG R MEA O 成因 に 及び , 短 時 間 2 BH 
FEU E Xr & % PRR & IPA IC 
JES LUCHA BRRICZEF © LRLXK VO 
(地質 , 40, 377~379, 1933) jaf BF 
3089, 伊豆 生島 北部 の 火山 地質 久野 久 

AR HU O ZL & te F BH OG Fis Uh 
Whe @ HR & WPT Hee (AE eG Be UO FG EDR 
YD WX S RG & RR BOREAL & 
EF SPRUE Y MARA 
Bit OfWO-PRBG CAD S>5 FO hI 


第 三 紀 上 部 ょ より 第 四 紀 下部 まで に 局 す る 


何 回 も の 火山 活動 に た 依り , EL UC HA 
RU AMALIE © 燈 岩 流 と 集 塊 岩 , BE 
灰 岩 の 互層 を 生じ , 稀 れ に 石英 宏 山 岩 の 
将 灰 岩 並 びに 頁岩 等 を も は さめ り 。 こ と も れれ 


FO SAIL CBM 2 20 LORE 


用 や 地球 の 風化 作用 に ょ っ て 甚 し く 分 解 


| せる 部 分 多く その 上 を 直接 に 第 四 紀 の 火 


HW & ft SMM te SBA eB HB 
四 紀 火山 は いづ れる も 炎 山岡 錯体 の 地形 と 
Hei & & WIC SB OI し て 南北 に 
Sic URED LOE VAD’ O~ LIBRIC 


| SLE LOBRBRSNEVS BEUT 


MO BARILa ( は 玄武 岩 の 燈 岩 と 
凝灰岩 の 互層 より な り 集 塊 岩 も 変 は れ り 
字 佐 美 火山 を 最 古 と し, RIC BAA, 次 
COP MOARRU BS LEAS, こ 
A, BIKES 4 > Pp ICM Re V RIC 
河原 火 岬 , Be BS IC APR & TBE V otk 
地方 断層 は 南北 方 向 の も ゃ の か 若く は 西 
北 一 東南 方 向 の も の が 大 部 分 を 占め 何れ 
も 新しき を 税 層 地形 を 示せ り 。 て て 地 賢 ,40, 
379~380, 1933)C yi BF) 


2ebh hk & 
3090, ABR W IMTS FILO 
ET PABA 


テル ル の APA BAM S >, SOK 
KA *ZERS CLS V, RAC Cle 
岩手 上 SAMA HE FH OEE i, PY 
PEAR EDR, EUR ARTE AR AA se, 北 
PSE ALLER FAA OR LUE I< ST, sylvanite, 
petzite, nagyagite, tetradymite, native 


tellurium, tellurite, iron tellurite 42 L 


抄 22C44) ib 


$f #94 


て 産出 す 。 

Blt LGD Db 特に RE, FR 
WED FL LP © FENRIK BC FAL 
2 oC’, 40, 305~306, 昭 SCP EFI 
3091, FRNSESRUORRRBMD 
PEK Tn, 

DRUR IA Ze O7PFHRUREE K VU 成り , 之 
SE > DY ping IK WSC SRB LC BABS 
Ak SHVEIRDS Vc, 走向 は 他 の EMR e 
MSIE EFT L., BRWIR OFS = 100 m. HEH Ty 
408m tres, HEA WOK 
RV RYE ZES, Fv 人 金銀 HEL 
FERGAL S-ARIKIC UC, Bic 酸化 
FI ju BfCtellurite) & fy eee Ube 

CORRIRIZEK ARE IRAE LCF 
A Ge ERG Lt bl, 僅 量 の 黄 
BILAL © BEEBE EWES, 1 > RAT を 殆 
ERE LSHELAT 9. COP O RA 
K 3 DOD V, Eb Cd) Az barren 
TBC O AKIKO AE Ce SHRI, QD A aE 
DAI D AL PADRIIR IL FETE L & WEBLS 
22, OHRRE t 3 BL (EE YC, 
BOK GRHEIL TRBLS B te LA EIR OBE & 
通り て 上 昇 し , HARA その BHas 
多少 触 化 きれ て ARE HUY, ZI YO 
F MN BELT & DR ODE RIEAS PRY V 

ZED F WEEE D AIL IK PAI 
ARORA KL YC Rikh, と の 後期 石 
BP Kb AS V CHP CHS BH 
SSL RICHES 3 酸化 テル HRS VC, 
We BL IAF IC RAY OBE TF re UBB IK 
XU CHEK AAU 54, COMET a 
APULBMANW DL OIC LCR SF rw 
BOK O BRO PB fh th te S~ L, 


(地質 , 40, 283~299, 昭 BDC HEF) 
3092, FRABS SMUT ILS RR 
石 に 就 て 中 本 明 。 

HE SPOR EE O SAAB OH 
6 Se EGR & ALBEE IC BE LS 
¥E HL tetradymite % nagyagite pj F 2 WL 
春物 の 共生 せる と と を 知れ り 。 nagyagite 
OBE rit galena white に や ょ 灰色 を 
WUESABK LC, 十字 = ュ = ルル FRR 
CRIES 方 性 を 示 し , 淀 青 灰色 一 帯 福 灰 


fic Bite L, 硬度 は 基 EMR Bho HO 


み に CHS IK ( 9 tetradymite は galena 
white cid 7 Y — » EAEU nagyagite 
LOR iM Yo PF=3ar FETE 
nagyagite k Y Bicag se FES HELA © 
硬度 は nagyagite kb UE PKIkD Lo 
BE D PS BRAGG OH ERIK CM Vo 
CHW, 40, 239~241, BB 8) CrP BF) 
3093, FRE A soa RET ILILGR 
OMS ROE IICRET 楽 田 ~ 
Ko 

結 品 の 大 さ は 最大 1 em KET SAO 
あり て , 通常 は 2~3 mm O’OBL, HB 
一 結晶 は 少な く し て 多く REAR RIK, 
BOK © ES & AN L, 時 に は FEAR の も の 
あり 。 MES 2, RES ), KOH 深 液 
1 CREAR L, BA IK CED 9 ARE ICE 
Hix SVC, HERD BO, Hv IRD BO 
KN KXPES AIKEN 3 OFS V_ r 
ROO SEROL OE RV CZ OM 
Sit & BET > $4 の 10 回 BWR 
示せ ば 次 の 如 し 。C001 う 人 C111)= 48°28’, 
(001) A\C111) = 48°29’, C001) ACi11) = 
48° 26’,C001) /\C111) = 48°27’, FETCH 


; 
t 1 
4 


iif 95 : pb 


Obst a:b: c=0-45502:1: 0-46471 

eth a CLO0D ec BFF IK Uc a=Y,b= 
X c=Z, WoW SBS tL Ope 
eX He LORS, Hel AK UC 
正 買 の 決定 困難 な り 。 属 折 奉 甚 し く 大 
YE) に し て , 複 属 折 も 赤 大 な り 。 以 上 の 


_ 諸 性 質 は 酸化 テル 斑 の 性 質 と 良く 一 致 


+ CWE, 40, 235~239, 昭 SCP EP) 
3094, #it=— 7 + LRORRERVUBR 
St AHH 3079 288, 
3095, sa IIHF S RINSE ME 

CD = FH Bip t FAFE OC [a] — BRR IC 
産 し , SUSE & UC 存 し 或 は FAR 
中 に 含有 を ら る 。 WICK OMOB 
RISTO GELS (KRM i BABB & 
LOKRACEE UCHR Mit 
CEE UCM AD ICTR L, RANI 
HEC OCHRE TS 9 AE HNIC A 
BAL BRK IL & at 399 A OZ BIC © 
CV AMA RCA 等 の 中 Hd 
要 な る も の 32 PepEW Ic we HE PERE He 
Bo CRABB, 79, 67~74, 昭 TOP EF) 
3096, Homestake #@WOwshetiERR 
Gustafson, J. K. 

TRA & ls 3 3 BEG, 即ち Homestake 
formation は 変 代 作用 た に た ょ り て 生じ た る 
% DIC LT pre-Cambrian に 属す る sandy 
clayey, iron-magnesium carbonate, の 
sediment に LC, 局部 的 匂 質 作用 に 件 ひび 
CHARR A, cummingtonite, MERE, AYE 
Bb U, HRO LARISIIC KC, 多 
4B ADEM ASE ert bdr, ZIric TROUT 
ankerite, YET, TEM BROR, WELK, 黄 
BRR BU LOK Vo 


Be っ 投 23C45) 


著者 は 始め に 一 般 地 質 と し て と こと の 地域 
に 現 出 せる 答 岩 層 の 序列 及 相 互 開 係 を 論 
じ , RCL BAIN ORL & te L, IK 


regional 及 hydrothermal metamorphism 


| に 就 て は 最 る 詳細 に 力 謀 する 所 あり 。 


(Econ. Geol., 28, 123~162, 1933)< 中 野 〕 
3097, 南 阿 Postmasburg OW AE 
PRICHET Alex. L. Du. Toit. 

従来 紫 の 確 床 は nae の も ゃ の と 考 
へ られ し が , 其 後 着 者 は 詳細 に , 同 地方 を 
BAEC, BAKO IK A に 開 し て は HEARD 
度 と 相反 し て epigenetic origin の も の な 
Yr EML, +t UC BRE KE UC 
COBKOA CH SMUARAR2 Yo kG 
D(C MEHL GD 一 般 地 質 を 述べ , 次 で 変 代 
作用 に . 開 し て の ARSE RL, WEAR RAE © Yee 
等 に 就 て 詳 述 せり 。 太 石 の 種類 は psilo- 
melane Jy braunite を 主 な る も の と す 。 
BP IC HEH GD Hl, BEER Je PRON IC EC GE 
載せ り 。C で Econ.' Geol. 28, 95 ~122, 1933.) 
CaF) 


A ih i ik B 


3098, 石油 地質 Lahee, F. H. 

Ary Hb it PPE AB © Sh A (EK 
REG & Y RACALHELE L, micropaleontolo- 
gy kit geophysics 等 の 種々 な る 方 面 に 
BIEUV 証し て 之 等 の 方 法 は 石油 及び 
AYO RRELDE な る 可 き は , それ 等 の 
雇用 た だ た ょ る 結果 が 議 明 し 居る も ゃ の な り リ 。 
HK 20 年 間 に 於 ける 油槽 の 大 部 分 は 地 
質 如 的 に 表 見 せら れ た る も の な る る も , 
wildcat に よ ょ る 産油 井 は 極め て 少 赴 に し 
て , 北 東 テ キャ サス の 21 ヶ 國 に 於 ける 例 を 
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SLB ICPHIC 2% KIEF SOA Yo Ath 
PROG bh AALS (2 HS, Jor, 堆積 岩 及 び 
fluuid  }RABIEIC Hh fi PPE BERS L, 
ZEORR & 石油 技術 者 に 提供 し , BBY}: 
計 書 を な さ し む 可 き な り 。(B. Am. A. 
Petrol. Geol.,/17, 548~557, 1933 う C 入 木 〕 
3102, Gulf Coast HO Bit owzé 
Eby, J. B. 

過去 2 TABLA IC SC HG BEV S 
油田 は Texas 州 に 11 ヶ所 Louisiana に 7 
SMe VY, WUC 之 等 の WAHL 3 O 
DFE torsion balance, seismograph, 
wildcatling KE Z‘ORV, HCEOH 
YEO 組合せ に ょ り て 決定 せる HOPS 
F  oCEOSHEIC KE UV CHBV SHES 
HH ORK VM SKZHESHEOES 
は 決定 し 難 で 各々 特徴 と 欠 跡 と を 有する 
BOTY, MUAH SBOE E 
ASK 193L ICRC 530 OBIEO PR 
HF It 236 即ち 44-5 % に UC, 1932%6 
に は 634 の 肉 出 油井 371 に し て 58-596 14H 
営 す 。 HEED BIE (a geologist と geophysist 
の 協力 に 俊 っ 可 く , 特に 深層 は 器械 能 
に 制限 が あり , HSA ee ES 
る も ゃ も の な り 。 GC. Am. A. Petrl. Geol, 
17, 559~561, 1933 う C 入 木 〕 
3099, AAA RAO CHET 
YAB= 

本 研究 は 各 居 地下水 の PERE AY, そ 
の 水源 の 探査 , 水 層 の 習 比 及び BASEPRI 
作業 上 の 資料 た に 供 を ん と し た る LOR 
Do FE 3 MK t PRM 15 ~22 22, 硫酸 
WKHE 0-55 2 に UC 上 選 水 と は BIC Ra 
し 得 ら ちら る くも の な り リ 。 第 4 居 水 は 前 者 と 


Les S GeO RD L RUE © HF in & 
MeV TG し て 産 水 環境 に ょ り て 3 型 に 
分 類 せ を られ, 即ち A は AMR 42 % 


| ESA Fit 1,657-4 mg/L. B. B は 83-74 9% 


BRU 1,689-7, C ix 25-14 %, 648-2 1 LT, 
A (ZA GRRE O BR. Bis eR C 1A 
EEX OV) HR CAG BS STIPE 
り 出 づる も の な り 。 HS Kis RE 
46:58 % JC HEME fle 1,916.9 mg/L に て , 
fA L VAY, HT Kis wR 
度 82-15 % RHEE Fit 595-2 mg/L. Hie 
BREE 0-26 % te Vo CWE, 40, 311~313, 
1933) (/\7ARI 
3100, メタ ン の pyrolysis (HAUSE 
カカ の 影響 Warren, T. E- : 

メタ ン の pyrolysis mo Rs 4 mM OY KE 
DEEPR EIS CAFO, 0-467~104 RRO SAT 
DH RRMA EKA RIC Bs 2H 
Fy D BBB, 902° ~1122°C の 間 の 温度 の 影 
REE eV, <OMVRK ENE 
を 2~10 MMIC Hine Le St ea Ka 
Fue th KH OD ARABI L He の 生成 に 
ABE BET SLOT, MPULOK 
万 に 於 て は 耳 の 生成 も 減少 を 示せ り 。 1 
SERA FIC Clk 耳 RAK AHP EARS 
の 生成 に 影響 が 殆ど 無き る の な り 。 即ち 
pyrolysis の 目的 が RAM Fe EKKO 生 
成 に ある も の と すれ ば 大 無 謙 以外 の 謙 力 
を 使用 する も 殆ど 効力 を 有 せ を ざる も の な 
Yo ULES ICk SRB OMB Oe 
果 と 一 致 を 見 た り 。 CCannad Dep, of 
Mines, MineBranch 725, 129 ~135, 1933 
CAA) 
3101, Bebe Er He, We 
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a : 


EMH OW RRO in ( 分類 を せら る 即 
BC) FAME See 2) 中 部 乃至 
-LWRORHER © oh 6A RD AE C3) 上 部 
PRHEAL © Fie HF C4) Se ERR Ty 
BABA O ODE Re Vo SURE L 
Cit LER aR AEA © RODS ROB 
Ft, ROP RR RHEL © & hele te V , i LUC 
fee IS ERR Op PR AC it See Uc 
RvBBrst.oOrMobsr. sorry 
TW LC RES A ICR CE 1929 年 に 深度 
520 Ric -c AE 15,000 F OyhFt & Hye 
Vo fr LSC A 19-5 26 KES 
SEE Gash L, OER RIK 100 
km (CRN % Dte V 6 HAs, 20, 45~ 
58, 1933.07 78) 


Se Ibe £1) 


3102, Biz-BR-BRBTOKRS, B 
EROS ORR Morey, G. W., 
Merwin, H, E. 

AAA BB ICE VU CH CHhK SB 
子 の 成分 , 密度 及び HEE A = [A] 2 Kt 
Bre SBRe MLA LI SRROB—R 
な り 。 著者 は 三 元 系 NagO-CaO-SiO。 中 
RA oR S 185 の 克子 に つき , そ の 
焼鈍 せる そちら れ た る も の 及び 焼鈍 せら れ ざ る 
b OE OFF ERO BME 2 WE L, 
BIC Ee YAO MER BL 
ESM LEY, WPA UCIT 
BROUDRME EW EX Vo UT UCHR 
FOR & BE, MAR BERD 
等 の 諸 性 質 を 比較 吟味 を る に , これ らち の 
諸 性 質 は 基 成 分 の 匂 化 た に 従 ひび 規則 正しく 
BEL, HOT 硝子 中 に RG る 一 定 の 化 
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PWOPEILIES LIES SCE Vo 
Specific refractivity は additivity mARBpIC 
基づき Gladstone-Dale, Lorentz-Lorenz, 
Eykman, 及び Lichtnecker 4 Konic k 
り て 夫々 計算 せる に , 何れ の 式 に より て 
求め らち られ Lil b EO (A & Me LY 
KA D Bite SHSF IC HEX Gladstone-Dale 
の 式 に より て 求め た る 値 は 他 の 式 に ょ り 
て 求め た る も の ト ヽ 1/2 ょ り 小 くく, Licht- 
necker の 式 に より て 求め た る も の いい HB 
1/3 な VY 。 CJour. Opt. Soc. America, 22, 
632~662, 1932) CHRASD 

3103, 三成 分 系 SnC-SiGs Keysselijtz, 
B., Kohlmeyer, E. J. 

Zinnoxydul (nO) Dak EHRRMPICH 
て 加熱 すれ ば 540°C 附近 に 於 て 一 部 分 
解 を 起 し , 7 SnO»5 SnO4SnOy+4Sn と 
な る 。 と の 分 解 温 度 よ り 50° 低 き 490°C 
に 於 て は SnO (BME Rha ee L RBH 
ReEL, HiME URES 
次 に SnO と SiOy と の 混合 物 は 分 解 を 妨 
げ ば られ ;890°C Ic PS CIE BMBK & VL, その 
成分 は 約 1 SnO: 1SIOy な り 。Sn 〇 wfill 
に 於 て は 2SnO:1SiO2 は 930°C に 於 て 
叉 SnO は 1000°C に 於 て 燈 融 す 。 SiOz 2 
flit 47 7 SiOn ¥ CHE しゃも, 以上 の 
部 分 た 化合 物 形成 の 可能 性 な き を 以 て 
液 相 線 は SiO ぅ の 燈 融 跡 T710°C と 結び , 
本 系 は 簡単 な る 共 融 型 に 属す 。 人 智 SnO 
DPIC BRB 1000°C まで は 病 
tp BS, (Metall u, Erz, 30. 185~190, 
1933 GHAI 
3104, NazSiOs の 四 結 晶 質 水 化物 
Baker, C, L.. Wooward, H. T., Pabot, A. 
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著者 は 目下 Na,O-Si0.-H,O0 系 の 完 
Pile を 研究 中 に た 属し, その 前 所 と し て 
諸 化 合 物 の 報告 そら れ 居る NagSiO3・n 
HO ice HoO=9,8,6 及び 5 を 有 す 
る 完全 結晶 を 合成 し , それ ら の 燈 融 跡 , 比 
重 , HABE AR OSG A WWE EE Yo 
XOPERILROM Lo 


燈 融 +84 7 
2¢ 3 


| 


47-85) 
48.35, 
62-85, 


2s 


BLEW ORREROM( ZAR O—RLD 
EPRICE ARE & BN WY CH B it BIRDS 
る 事 辻 なり 。 

NasSi03.9 H20 rhombic bipyramidal 


cd An as 


Na.Si0;-9H.0 
Nay Si03-8H,O 
NagsjO3 6H20 
NagSiOs-5H2 0) 


1-646 
1-672 
1-807 
1-749 


1-455 
1-462 
1-474 
1-456 


NagSi03-8H2O monoclinic prismatic 
NaogSi03-6H2O monoclinic sphenoidal 
Na»SiO03-5 H20 triclinic pinacoidal 
(Amer. Mineral., 1§. 206 — 215, 1933) 
(吉木 
3105, Colorado (“HFS >~ Sam 
PR Eckel, E. B. 

South Dokata 及び New Mexico mf 
RIC LAT SY vy BBE AAI Ohio 
HEC RY bh, EY ov SHE, 塊 
AKG HET ROR EU 成る ペグ 
VARA PBR tet 0 Dio samarske 
ite 及び columbite Zt, R= 11M, 
Fz 300RONF 224 bMS B EH 
BEA SSH M EL V ips ARE L Bi 
te StieAK & TL, 中 心 部 に 向 ふ と 共に <1) 
POR EAL & ABE, (2) 黄 玉 , RETA 


fE~S リ シ ャ ヤ BHO KAKI, CC) 微粒 
AKY vv BEES AR AEA OMBIE IK EE 
せり 。 ERMWOMGAAR 40 %, BE 
Ai 30 %, リ vy -v AE 1520, AER 4 26,58 
#6 % RUKH OLS % ES TRAN 
量 は 少く £ ORFS FOF Cour. 

16, 239 ~245, 1933) 


Amer, Ceram. Soc., 
CARD 


3106, *ARRICKSHRORR Morey, 
G. W. 


1930 年 Van Niewenburg 及び Blum- 
endal pW IK (SAME KB IC ES 3 ERO 
浴 解 性 を 研究 し, BT D AK IC EIB 
せり 。 落 解 移動 量 は 0-3g/24 hrs 2 RSH 
(SSI ee SED CHAS EE 


(it ( MRE RH V, 少量 の 水 を 容れ 


5 Hie tt 

USE | BE Al SiO。 = 
400°C | 24 hrs |—0.0001 g |-+0-0002 g 
400 5 days |—0.0003 |—0-0003 
515 5 days |+-0-0029 |+0-0000 
415 24 days |—0-0005  |-+0-0007 
‘490 5 days |- 0-0004 -- 0-0002 


た る ボン プ の 廃 に 上 下 二 個 の 圭 場 を 置き 
下 に は 圭 酸 を , 上 に は ZnO 2K VER L 


て 加熱 を り 。 圭 酸 は 石英 及び 無 定形 物 を 


使用 を そり 。 そ の 結果 は 若 し 水 蒸 無 た に 運ば 
れ し SiO。 は ZnO と 結合 し Willemite を 
作る も ゃ の と を せ ば 運搬 量 は 時 間 に 正 比例 す 
SEO, 2. SEMEN ST 故に 著者 は 
Van Neuwenburg 4 ox OAR Z~ 
き を 指摘 そり 。 CTrans. Amer, Geoph. 
Union, 13, 1933)C 吉 木 〕 
3107, BROMBAMS 
TEA EG 


FEIREE, 松井 


sesh lpn ARS cin Sty cn 
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She, #9749) 
BA Els EME & I LCRA 」 伊木 真 雄 


KO ¢8 MBE S We Y, 試料 は 
MMAR & te L, 中 性 物質 と し て CaO を 使用 
UVo TORIC & ITM (a8) 
と 冷却 時 (Ba) Dep is HE — BL 
( 263°C の 差異 を 生じ た る る , 平均 値 
と し て 575°C を 得 た り 。 猫 種 々 の 石英 に 
wh & RS BH WE LAER DABHy (575° 
C (a8) RU 570°C (Ba) 2 wey SOC 
の 差異 を 見 た り 。 従っ つて 精製 海 砂 は 500 
~600°C KRU REAR EN ERE 
と し て 使用 し 得 べ Lo XM 550°C UF RU 
600°G 以上 1000°C 附近 に 於 ける 示 差 熱 
ee PE AL し て 海 砂 を 使用 する 時 は 
その 検 度 を 行 ひ 得る 便 あ り 。 (化工 36, 

875~878, 1B SHAD 


石 ik 


3108, BAORMEER IEE DER CD | 


BAR A ite 


A SRRICIC BS BABES BIL BEL Hi | 


TEE OBA RIC RECA ORR Yo 

即ち 筑豊 の 代表 的 20 OPH V HA 
せる 70 種 の 石炭 を 一 定時 間 異 な れる 鴻 
BEI IAC MME 3S RAPED EO Te B BU 
HES, MBC & BAA, 腐植 酸 の 再 成 
TER OWA & 0 dha LATHITE t OBH 
係 を 考察 せる も ゃ の な り 。 


DFE BAL AGE Se SHLD UCI 
FED TG ER UR NIK EHO BAA US 
風化 に ょ る 影響 と 開 係 を 有 を ず 。 Ct, 
36, 昭和 8 AADC SLI 

3109, 石 岩 の 枯 結 性 と 風化 と の 調 係 UD 


SLAs DINMB IK k SPRL EN &, BLA 
に 於 ける と 同一 の 石炭 を 用 ひ 同 報 た に 於 け 
る 如く PRICK k SSE OMA E, REAL 
PURO L UR ZSLOIEVS 


| Hh © BREE AMBME Ic It PRA @ PAR EWE 


し 補正 を 加 へ た り 。 

その PGR LAs, FRO WARE x HE IK 
AS STL (LBRO RPTL ICA } 
AUN FARMED Ki Sk OB Ai SB AIA 
あり リ 。 依っ つて 硝酸 を 作用 する 方 法 は 石炭 
の 風化 の 難易 を 檎 する に 簡単 上 つ 有効 な 
る 方 法 な り 。( 工 化 , 36, 761~763, 188 
年 (鶴見 〕 


3110, BROWE ROWE INS S 


MBE ROBB IIHT 下村 孝次 

Ba HE Re UF ARE KK te 3 Fie le HS TC a 
OPS VEEL & BES Ic WR LIER BD te b 
Lis S LAE Ra SBREEA RE 
KAM RUGAO MRED Vo 
著者 は 後者 の 研究 を 志 し , Reig inc 


| ょ る 酸化 作用 が 石 談 の 骸 炭 化 諸 性 質 に 如 


{te BPG RES DES Sip 
CHER SLOT) o MEH MBpett 
性 と し て 注意 せる も の は ,1. Mio, 
2. FRB DEE, 3- HRD OMMERU 4 
PRISCA BIC BR © HLH AR ICAP IK 


RORY to Vo 
その PGRIC KE, HED 大 な る も | 
HEAR, Hi EDR, AP SCR bre D Ie ABS Be UE 
SHAME IC WARE IC RIES HBS WIC L, 


o> ¢ LCE HE > DAHER, 


SS PERE ESEIC REE LIC ARIE EE 
BETS EMER, RBICK VY Rete d PK 
憂 炭 の 得 ち る べき 事 を 確定 せり 。 CR, 


#5 28000) py 


6 ; #4 100 


12, 27400, WA 8 48) Ce FL) 

3111, Alabama KRIFHT SRPREX 
CAsh application formulae) の 適用 
Hertzog, E. S. 

BYRD BRS B Hattie D & Kn SBE 
la Fie ODI LEEK te Vo Til LC _h RRR 
PRD EDRES SALT LRT V5 tk 
KARE OD BBERU Z OFRD ALE V flip 
分 の 次 熱量 を 求む そ べき BAC BRign あ 
Yo 

BANE ZEORRE VINOD ie Bf 
PUGH & Alabama 炭 に 就 て 吟味 し , 著者 
®t i} Pure coal constant formula を 制 
定 を きり 。 本 式 は 談 に 示す が 如く CCl4 と 
C6 廿 6 OUBMEIK k Y Fipe e OAT Ic 
分 ち , MMO BSA IC 灰分 量 を 測定 
し て 純 炭 分 を 求む る 式 な り 。 

MWROVA— 


SEM} DES Maik — TE MBF} DHEA 
BMA DKD CI HI —- BMA ORD CDH) 


著者 の 研究 に よれ ば は , 最も 正確 な る は 
閉 者 の Pure coal constant formula に し 
T,ZICRC COn OBA HICH LAE & 
加 へ た る Parr oOPtigKiEnet Vo ML 
CREE ERHRIC k S 分離 試 験 或 は CO ぅ 
DEA RICB ST SRBER BSCE 
式 を 用 ふる を 簡便 是 つ 比較 的 正確 な り と 
Sie 
Alp DBA = 

Ro Bae 
100 一 灰分 量 ( 盲 分 比 う x ユー エー 
(Fuel, 12, 112~117, 1933)< 鈴 見 〕 
3112, RAERREBPORBE (東北 地 
方 に 於 ける 2,3 の 新 硫 物 1 う 川井 景 吉 
iis FoR TAS AR, 宮城 落 含 炭 地 一 園 , 岩手 


SRT ARAL LER PE ARF 7 Se FA 
中 に BAS SS PeREORRMIC LT, その 
物理 的 PEAK % BES, BR Be ae Mie UO fre Bk 
の 工業 , THREAD LB EY. GH, 
40, 348, 1A 8 年 C 鈴 見 

3113, 石 岩 の 成因 に 開 す る Lignin- 
theorie #343i3¢4) Fischer, Fr. 

Beit 4 4 © BS Z Lignintheorie 
CE UCHHKAIK HT Bergius と その 
Mel] CK SR OME K V LE LMR 
HERI KA MR & EGR S Berl の 所 論 に 反 
ReMNN~KS%ODRVG 

EDS SB 1 CEE a AOE OEE XY 
石炭 の 根源 は 繊維 素 に 非 ず 依っ て Berl 
O HER kV QR 3 pe His Fiemme 
因 の 論 近 と な ら ざ る も の と な し , 第 2 に 
Ligninthoerie の 成立 すさ べき FEE EU B SAR 
PIC MRD SN SRS L, 第 3 に Bo- 
chum の Winter of #*X 31/9) L Berlazo 
HO ALE Fie t thik bb SSE 
を 強調 そり 。 RCH 41 Berl の 人 工 炭 
が 候 り に 天然 石炭 と 同一 物質 な り と する 
も 之 を 以 て 自然 の 石炭 成 生 機 橋 を 論ずる 
KASS Stor SBE AT. Indigo 及 
び Octan と 天然 の 同化 合 物 と の 開 係 ょ り 
朋 に し , 第 5 に Waksman 及び Terres の 
研究 より 自 謀 を 主張 そる も の な り 。 
(Brennstoff-Chem., 14, 147~149, 1933) 
(#8 51) 


4 
< 


Be i Ai BR iy OR KK BS aaa 
a @ @ AF 
BE mh HE ie 
SSR MBA IR AP IPRAHR 
BES EE Hinz wR BH = ft the | HR Al 
= = ft 加藤 謙次 本 
ae Bi — 
hil as un faz 加藤 武夫 Pe AERER 佐々 木苺 綱 
BALE 知内 MEE 田中 舘 秀 三 徳永 HEHE AT RACER 
BF FH SAR ER PPK 武 保科 正昭 松本 唯一 松山 | SEE 
松原 js Fi PEG It big By 山田 Seat 
EH wW-— 加藤 謙次 恒 河野 Seng oe ANE = Jt 瀬戸 BWR 
高橋 純一 高根 勝利 鈴 見 志津 夫 貼 野 fez 根本 oh 
AA FR HAR XF PETE BREB 渡邊 A 
3 入 人 次 申込 所 
Sala (I AG Ae MALL A 
wt ASE A A BG BAG A RES 
次 B me a a 
i@wn & Ail 
RES ss Fie 8 825%) 
M22 TH WAG it BK See aN 本 fe ee = 
pxnrionimaee | PER Si CHAD 
右 代 表 者 FH Tee els os ae aK. = 
Ay 2 ahi ed Oo NY 
印 届 者 PUSERK AG ik A BE 
tia RED GReIE 1 5 番 う 
“ri 6 ey Sl ae pegs 
a areade, if 18) ra 60 9 
Ep 刷 所 7S aie AC HPAL 一 部 3 2 
Ets BORBET A aU NE aa 
He Ab EY Hil) BK KE ik Ae, | MG 1 20 [Al 
電話 287% 860% 生年 以上 連載 は 4 割引 
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